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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、南
宋
の
人
で
あ
る
蕭
常
が
著
し
た『
續
後
漢
書
』（
１
）の
、魏
載
記
第
一
・
第
二
の
人
物
評
価
を
め
ぐ
る
諸
々
に
つ
い
て
検
討
し
、

蕭
常
の
曹
魏
観
を
さ
ぐ
る
端
緒
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
稿
ま
で
で
論
じ
た
よ
う
に
、
南
宋
代
に
お
い
て
は
孫
吳
を

中
心
と
し
た
三
國
論
も
存
在
し
て
お
り
、蕭
常
の
孫
吳
観
も
批
判
一
辺
倒
と
は
言
い
難
い
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
蕭
常
が
最
も
厳
し
い
批
判
を
向
け
た
先
が
、
曹
魏
で
あ
り
曹
操
で
あ
っ
た
。
曹
操
を
め
ぐ
る
記
事
に
蕭
常
の
批
判
的
な
意
思

が
読
み
取
れ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
が
あ
り
、
た
と
え
ば
つ
と
に
四
庫
提
要
は
そ
の
筆
法
に
つ
い
て
「
又
曹
操
封
魏
公
、
加
九
錫
等
事
、
陳

志
皆
稱『
天
子
命
公
』、而
此
乃
書『
操
自
爲
云
云
』、則
本
之
范
蔚
宗『
後
漢
書
』本
紀
」と
指
摘
す
る（
前
稿
一
参
照
）。
本
稿
で
は
、こ
う
い
っ

た
蕭
常
に
よ
る
曹
魏
批
判
の
性
格
の
検
証
を
進
め
る
と
同
時
に
、
彼
の『
續
後
漢
書
』執
筆
姿
勢
に
関
す
る
一
攷
察
を
行
っ
て
み
た
い
。

蕭
常
『
續
後
漢
書
』
魏
載
記
第
一
・
第
二
を
巡
る
一
攷
察

田
中　

靖
彦
・
石
井　
　

仁
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一　

本
稿
に
お
け
る
「
載
記
」
の
語
の
使
用
に
つ
い
て

　

今
更
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
本
稿
に
お
け
る「
載
記
」の
語
の
使
い
方
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。
劉
知
幾『
史
通
』卷
四
・
題
目
は
、
董
卓
・

袁
紹
ら
が『
三
國
志
』魏
書
に
列
せ
ら
れ
る
こ
と
を「（
こ
れ
で
は
）彼
ら
が（
魏
の
）臣
下
と
さ
れ
る
の
と
同
じ
に
な
っ
て
し
ま
う
」と
、
そ
の

実
態
と
乖
離
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
、「
唯
『
東
觀
』
以
平
林
・
下
江
諸
人
列
爲
載
記
。
顧
後
來
作
者
莫
之
遵
効
。
逮
新
晉
始
以
十
六
國

主
持
載
記
表
名（
唯
だ『
東
觀
』の
み
平
林
・
下
江
の
諸
人
を
以
て
列
し
て
載
記
と
爲
す
。
顧た

だ
後
來
の
作
者　

之
に
遵
ひ
効な

ら

ふ
も
の
莫
し
。

新
晉
に
逮お

よ

び
て
始
め
て
十
六
國
の
主
を
以
て
載
記
を
持
し
名
を
表
す
）」と
述
べ
る
。
こ
れ
を
見
る
限
り
劉
知
幾
は
、
史
書
が
群
雄
割
拠
を

扱
う
際
の
優
れ
た
方
法
と
し
て「
載
記
」と
い
う
題
目
を
捉
え
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に『
晉
書
』載
記

は
五
胡
十
六
国
に
関
す
る
記
事
を
扱
う
部
分
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
趙
翼『
廿
二
史
箚
記
』卷
一「
各
史
例
目
異
同
」は
、「『
晉
書
』於

僭
僞
諸
國
數
代
相
傳
者
、
不
曰
世
家
而
曰
載
記
。
蓋
以
劉
・
石
・
苻
・
姚
諸
君
有
稱
大
號
者
、
不
得
以
侯
國
例
之
也
（『
晉
書
』
の
僭
僞
諸

國
の
數
代
相
傳
ふ
る
者
に
於
け
る
や
、
世
家
と
曰
は
ず
し
て
載
記
と
曰
ふ
。
蓋
し
劉
・
石
・
苻
・
姚
の
諸
君
の
大
號
を
稱
す
る
こ
と
有
る

者
を
以
て
、
侯
國
を
以
て
之
を
例
す
る
を
得
ざ
れ
ば
な
り
）。」
と
指
摘
す
る
。
だ
が
、
蕭
常
が
吳
・
魏
の
記
事
を
そ
れ
ぞ
れ
吳
載
記
・
魏

載
記
と
扱
う
の
は
、
劉
知
幾
の
考
え
る
よ
う
な
群
雄
割
拠
を
表
す
た
め
の
手
段
で
は
な
く
、
蜀
漢
よ
り
吳
魏
を
貶
め
る
意
図
に
よ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
は
疑
い
が
無
い
。

　

と
こ
ろ
で
、『
史
記
』齊
太
公
世
家
に
お
け
る
齊
桓
公
の
記
述
部
分
を「
齊
桓
公
世
家
」と
呼
ぶ
こ
と
は
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と

を
踏
ま
え
れ
ば
、
蕭
常『
續
後
漢
書
』魏
載
記
第
一
に
お
け
る
曹
操
の
記
事
を「
曹
操
載
記
」と
呼
ん
で
良
い
か
、
と
い
う
疑
問
は
あ
る
だ
ろ

う
。
一
方
で
、『
晉
書
』卷
一
百
十
三
・
一
百
十
四
で
の
苻
堅
に
関
す
る
記
事
を「
苻
堅
載
記
上
・
下
」と
呼
ぶ
よ
う
に
、『
晉
書
』の
載
記
は「
君

主
名
＋
載
記
」と
称
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
君
主
で
あ
る
曹
操
に
関
す
る
記
事
を「
曹
操
載
記
」と
呼
ぶ
こ
と
は
許
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容
範
囲
内
と
判
断
し
て
良
い
。
た
だ
し
、
君
主
で
は
な
く
臣
下
に
つ
い
て
見
て
み
れ
ば
、
例
え
ば
苻
堅
に
仕
え
た
王
猛
に
関
す
る『
晉
書
』

の
記
述（
卷
一
百
十
四
・
苻
堅
載
記
下
に
附
属
）を「
王
猛
載
記
」と
呼
ぶ
こ
と
は
一
般
的
と
は
言
え
な
い
。
そ
う
い
う
観
点
か
ら
言
う
な
ら

ば
、
例
え
ば
、
蕭
常『
續
後
漢
書
』魏
載
記
第
三
に
あ
る
荀
彧
に
関
す
る
記
事
を「
荀
彧
載
記
」と
呼
ん
で
良
い
か
は
疑
問
が
残
る
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
蕭
常『
續
後
漢
書
』に
お
け
る「
載
記
」は
、
恐
ら
く
そ
こ
ま
で
想
定
し
た
用
い
方
を
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
蕭
常

自
身
が
著
し
た「
義
例
」に
も
載
記
の
定
義
に
つ
い
て
は
言
及
が
無
い
。
同
書
の
吳
載
記
全
十
一
卷
、魏
載
記
全
九
卷
の
う
ち
、君
主
を
扱
っ

た
卷
は
、
吳
載
記
第
一
・
第
二
の
二
卷
、
魏
載
記
第
一
の
合
計
三
卷（
し
か
も
吳
載
記
第
二
は
君
主
以
外
の
孫
吳
宗
室
も
扱
っ
て
い
る
）で

あ
り
、
そ
の
他
の
載
記
は
す
べ
て
吳
魏
の
臣
下
に
関
す
る
記
述
と
な
っ
て
い
る
。『
續
後
漢
書
』
の
字
句
の
校
訂
に
つ
い
て
ま
と
め
た
『
續

後
漢
書
札
記
』（
以
下『
札
記
』）も
、「
孫
韶
載
記
」「
荀
彧
載
記
」と
い
っ
た
表
現
を
普
通
に
用
い
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
点
を
踏
ま
え
て

本
研
究
で
は
、
吳
載
記
や
魏
載
記
に
お
け
る
臣
下
を
扱
っ
た
記
事
に
つ
い
て
も
便
宜
上「
人
名
＋
載
記
」と
呼
ぶ
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
　
　

二　

魏
載
記
第
一

（
一
）序
に
当
た
る
部
分
に
つ
い
て

　

魏
載
記
第
一
の
冒
頭
に
は
序
に
当
た
る
部
分
が
あ
る
。
ま
ず
は
そ
こ
か
ら
見
て
み
よ
う
。

　

或
謂
常
曰
、「
子
之
不
與
魏
以
禪
者
、何
。」曰
、「
禪
、名
也
。
有
其
實
而
名
隨
之
、實
不
至
而
強
與
之
名
、其
可
哉
。
曹
氏
代
漢
以
簒
、

而
特
假
禪
之
名
以
文
之
耳
。有
識
君
子
、固
嘗
切
齒
、且
著
論
以
非
之
矣
。而
世
俗
之
人
、惑
于（
２
）偏
見
、或
以
禪
之
名
歸
之
也
。『
禮
』、

蹴
路
馬
芻
、
有
誅（
３
）。
孔
子
惜
衛
以
繁
纓
假
人（
４
）。
蹴
芻
、
細
故
也
。
繁
纓
、
微
物
也
。
聖
人
必
嚴
爲
之
辭
者
、
謂
其
漸
不
可
長
、



― 126 ―

且
爲
後
世
慮
也
。
曹
氏
代
漢
之
心
、
非
一
日
也
。
始
殺
其
賢
者
、
次
及
其
大
臣
、
次
及
其
宗
族
。
其
後
、
弑
及
主
后
與
其
皇
子
。
始

而
九
錫
之
請
、
繼
而
旄（
５
）頭
鐘
簴（
６
）、
又
繼
而
出
警
入
蹕
、
其
後
冕
十
二
旒（
７
）、
而
繁
陽
之
臺（
８
）築
矣
、
山
陽
之
號
加
矣
。
元

惡
雖
斃
、
狂
童
嗣
逆（
９
）、
釁
積
于（
10
）人
存（
11
）、
事
成
于（
12
）身
後
、
良
有
以
也
。
蹴
芻
之
誅
、
繁
纓
之
惜
、
聖
人
慮
後
世
若
是
之

㴱（
13
）。『
易
』曰
、『
履
霜
堅
冰（
14
）至
』（
15
）。
其
漸
非
一
日
之
積
也
。
嘗（
16
）讀
史
、
至
獻
帝『
垂
恩
相
舍
』之
言
、『
命
在
何
時
』（
17
）

之
語（
18
）、
使
人
氣
拂
膺
者
累
日
。
是
可
以
禪
之
名
與
之
乎
。」或
又
謂「
晉
・
宋
・
齊
・
梁
之
相
代
、
皆
是
簒（
19
）也
。
或
者
且
以『
正

統
』歸
之
、
子
獨
于（
20
）曹
氏
靳
者
、
何
也（
21
）。」曰
、「
不
然
。
晉
・
宋
・
齊
・
梁
之
亡
、
民
心
無
所
繫
、
則
凡
君
我
者
、
非『
正
統
』

所
存
乎（
22
）。
曹
氏
之
簒
、
昭
烈
固
無
恙
也
。
漢
氏
未
殄
、
民
心
未
解
。
曹
氏
既
以
禪
自
名
、
或
者
又
欲
以『
正
統
』歸
之
、
其
忍
哉
。」

或
又
謂
、「
孫
權
之
與
曹
操
（
23
）、
無
大
相
過
。
子
之
書
嚴
于
（
24
）
責
操
、
而
恕
于
（
25
）
待
權
者
、
何
。」曰
、「
春
秋
誅
首
惡
（
26
）。
操
、

其
始
禍
者
也
。
權
之
初
、
本
以
誅
操
復
漢
爲
辭
。
魏
既
僭
號
、
自
顧
力
不
能
討
、
而
恥
居
其
下
、
姑
自
王
以
夸
示
其
國
人
耳
。
其
本

心
或
不
爾
也
、
要
必
有
能
辨
之
者
。」

  

　

或
る
ひ
と
常
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
子
の
魏
に
與
ふ
る
に
禪
を
以
て
せ
ざ
る
は
、何
ぞ
や
」と
。曰
く
、「
禪
は
、名
な
り
。其
の
實　

有
り
て
、 

名　

之
に
隨
ふ
、
實　

至
ら
ざ
る
に
強
ひ
て
之
に
名
を
與
ふ
る
は
、
其
れ
可
な
ら
ん
か
。
曹
氏　

漢
に
代
は
る
に
簒
を
以
て
す
、
而

る
に
特
だ
禪
の
名
を
假
り
て
以
て
之
を
文
れ
る
の
み
。
有
識
の
君
子
は
、
固
よ
り
嘗つ

ね

に
切
齒
し
、
且
つ
論
を
著
し
て
之
を
非
と
す
。

而
る
に
世
俗
の
人
は
、
偏
見
に
惑
は
さ
れ
、
或
る
ひ
と
は
禪
の
名
を
以
て
之
に
歸
す
る
な
り
。『
禮
』
に
、「
路
馬
の
芻
を
蹴
め
ば
、

誅
有
り
」
と
。
孔
子　

衛
の
繁
纓
を
以
て
人
に
假
す
を
惜
し
む
。
芻
を
蹴
む
は
、
細
故
な
り
。
繁
纓
は
、
微
物
な
り
。
聖
人
の
必
ず

嚴
に
之
の
辭
を
爲
す
は
、
其
の
漸き

ざ
しの

長
ず
可
か
ら
ず
、
且
つ
後
世
の
慮
と
爲
ら
ん
こ
と
を
謂
へ
ば
な
り
。
曹
氏
の
漢
に
代
は
る
の
心

は
、
一
日
に
非
ざ
る
な
り
。
始
め
其
の
賢
者
を
殺
し
、
次
い
で
其
の
大
臣
に
及
び
、
次
い
で
其
の
宗
族
に
及
ぶ
。
其
の
後
、
弑
は
主
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后
と
其
の
皇
子
に
及
ぶ
。
始
め
九
錫
の
請
、
繼
い
で
旄
頭
鐘
簴
、
又
た
繼
い
で
出
警
入
蹕
、
其
の
後　

冕
十
二
旒
、
而
し
て
繁
陽
の

臺　

築
か
れ
、
山
陽
の
號　

加
へ
ら
る
。
元
惡　

斃
る
る
と
雖
も
、
狂
童　

逆
を
嗣
ぎ
、
釁
は
人
の
存
す
る
に
積
ま
れ
、
事
は
身
後

に
成
る
は
、良
に
以ゆ

ゑ

有
る
な
り
。
蹴
芻
の
誅
、繁
纓
の
惜
は
、聖
人
の
後
世
を
慮
る
こ
と
是
の
若
き
の
㴱
き
な
り
。『
易
』に
曰
く
、『
霜

を
履
み
て
堅
冰　

至
る
』と
。
其
の
漸
は
一
日
の
積
に
非
ざ
る
な
り
。
嘗
て
史
を
讀
み
て
、
獻
帝
の『
恩
を
垂
れ
て
相
舍
て
よ
』の
言
、 

『
命　

何
れ
の
時
に
か
在
る
』の
語
に
至
る
や
、
人
氣
を
し
て
拂
膺
せ
し
む
る
者　

累
日
な
り
。
是
れ
禪
の
名
を
以
て
之
に
與
ふ
る
可

け
ん
や
」と
。
或
る
ひ
と
又
た
謂
ふ
、「
晉
・
宋
・
齊
・
梁
の
相
代
は
る
は
、
皆
是
れ
簒
な
り
。
或
る
者
は
且
つ『
正
統
』を
以
て
之
に

歸
せ
る
に
、
子　

獨
り
曹
氏
に
于
て
靳を

し
む
は
、
何
ぞ
や
」と
。
曰
く
、「
然
ら
ず
。
晉
・
宋
・
齊
・
梁
の
亡
は
、
民
心
の
繫
が
る
所

無
け
れ
ば
な
り
。
則
ち
凡
そ
我
に
君
た
ら
ん
と
す
る
者
は
、『
正
統
』の
存
す
る
所
に
非
ざ
ら
ん
や
。
曹
氏
の
簒
あ
る
も
、
昭
烈
は
固

よ
り
恙
無
き
な
り
。
漢
氏
は
未
だ
殄
き
ず
、
民
心
は
未
だ
解
け
ず
。
曹
氏　

既
に
禪
を
以
て
自
ら
名
づ
け
、
或
る
者　

又
た『
正
統
』

を
以
て
之
に
歸
せ
ん
と
欲
す
る
も
、
其
れ
忍
び
ん
や
」と
。
或
る
ひ
と
又
た
謂
ふ
、「
孫
權
の
曹
操
と
は
、
大
い
に
は
相
過
ぐ
る
こ
と

無
し
。
子
の
書　

操
を
責
む
る
に
嚴
な
る
も
、
而
れ
ど
も
權
を
待
つ
に
恕
な
る
は
、
何
ぞ
や
」
と
。
曰
く
、「
春
秋
は
首
惡
を
誅
す
。

操
は
、
其
れ
禍
を
始
む
る
者
な
り
。
權
の
初
め
は
、
本
は
操
を
誅
し
漢
を
復
す
る
を
以
て
辭
と
爲
す
。
魏
の
既
に
僭
號
す
る
や
、
自

ら
力　

討
つ
こ
と
能
は
ざ
る
を
顧
み
て
、
其
の
下
に
居
る
を
恥
ぢ
、
姑
く
自
ら
王
た
り
て
以
て
其
の
國
人
に
夸
示
す
る
の
み
。
其
の

本
心　

或
い
は
爾
ら
ざ
る
な
り
、
能
く
之
を
辨
ず
る
者
有
ら
ん
こ
と
を
要も

必と

む
」と
。

　

こ
の
段
に
お
い
て
蕭
常
は
、「
或
」と
の
問
答
と
い
う
形
式
を
用
い
て
三
つ
の
論
点
を
展
開
す
る
。
一
つ
め
は
、
魏
の
成
立
を
禪
讓
と
は

認
め
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
蕭
常
は
「
曹
魏
の
禪
讓
は
簒
奪
を
粉
飾
し
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
非
を
論
ず
る
有
識
者
も
い
る
の
に
、

世
俗
の
人
は
偏
見
に
惑
わ
さ
れ
て
い
る
」と
い
い
、『
禮
記
』や『
左
傳
』な
ど
を
引
き
つ
つ
、
曹
操
ら
の
行
い
に
対
し
厳
し
い
批
判
と
怒
り
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を
述
べ
る
。
二
つ
め
の
論
点
は
、
南
朝
の
禪
讓
と
の
比
較
で
あ
る
。「
南
朝
の
交
代
は
い
ず
れ
も
簒
奪
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ
曹
魏
に
対
し

て
だ
け（
禪
讓
を
認
め
る
の
を
）物
惜
し
み
す
る
の
か
」と
い
う「
或
」の
問
い
に
対
し
て
蕭
常
は
、「
晉
か
ら
梁
ま
で
の
滅
亡
に
は
、
民
心
の

繋
が
る
と
こ
ろ
が
無
い
。（
そ
れ
と
は
異
な
り
）魏
が
簒
奪
し
て
も
昭
烈
帝
が
健
在
で
あ
り
、
漢
は
滅
亡
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
な
の
に

魏
を『
正
統
』と
す
る
こ
と
な
ど
で
き
よ
う
か
」と
い
う
。
劉
備
が
い
た
か
ら
こ
そ
曹
魏
が「
正
統
」た
る
事
は
あ
り
得
な
い
、
と
い
う
蕭
常

の
見
解
が
見
て
取
れ
る
。「
正
統
」の
語
を
は
っ
き
り
と
用
い
て
お
り
、
蕭
常
も
南
宋
に
お
け
る
正
統
論
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
確

認
で
き
る
。
南
朝
の
禪
讓
も
さ
ほ
ど
積
極
的
に
肯
定
は
し
て
い
な
い
の
も
注
目
に
値
し
よ
う
。
ま
た
蕭
常
の
主
張
は
、
曹
魏
を「
正
統
」と

す
る
見
解
が
当
時
に
お
い
て
存
在
し
、
そ
れ
に
反
駁
す
る
と
い
う
形
を
取
っ
て
い
る
。
斯
か
る
曹
魏
正
統
論
的
言
説
が
当
時
に
お
い
て
蕭

常
の
言
う
ほ
ど
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
曹
魏
正
統
論
が
全
面
的
に
否
定
さ
れ
る
の
が

常
識
と
な
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
窺
え
る
。

　

そ
し
て
三
つ
め
の
論
点
は
孫
吳
評
価
で
あ
る
。「
或
」
が
「
孫
權
は
曹
操
と
大
差
無
い
の
に
、
な
ぜ
曹
操
に
は
厳
し
く
孫
權
に
は
寛
大
な

の
か
」と
問
う
の
に
対
し
、
蕭
常
は「
首
悪
を
誅
す
」と
い
う『
春
秋
』の
筆
法
で
あ
る
と
い
う
。
蕭
常
に
よ
れ
ば
、
曹
操
こ
そ
が
禍
を
開
始

し
た
者
な
の
で
あ
り
（
27
）、「
孫
權
は
当
初
は
曹
操
を
誅
伐
し
漢
を
復
興
さ
せ
る
こ
と
を
口
実
と
し
て
い
た
。
魏
が
帝
位
を
僭
称
す
る
と
、

力
で
は
か
な
わ
な
い
が
そ
の
風
下
に
お
る
こ
と
を
恥
じ
、
王
を
自
称
し
て
國
の
人
々
に
誇
示
し
た
に
過
ぎ
ず
、
本
心
は
そ
う
で
は
な
い
の

で
は
な
い
か
」と
い
う
。
そ
し
て「
こ
の
こ
と
を
議
論
す
る
者
が
い
る
必
要
が
あ
る
」と
し
て
、
こ
の
序
の
部
分
は
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

吳
載
記
第
一
に
見
ら
れ
た
孫
權
に
対
す
る
見
解（
前
稿
五
参
照
）よ
り
も
さ
ら
に
好
意
的
と
読
め
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
吳
が
魏
に
臣
従

し
た
こ
と
を
あ
る
程
度
弁
護
す
る
論
旨
に
は
、
南
宋
の
現
状
に
対
す
る
蕭
常
の
見
解
を
看
取
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
「
曹
魏
は
一
貫

し
て
否
定
的
に
論
ず
る
が
、
孫
吳
は
あ
る
程
度
は
評
価
す
る
」「
南
宋
の
鑑
戒
と
し
て
孫
吳
を
捉
え
る
」と
い
う
筆
致
は
、
吳
載
記
第
一
の

序
に
当
た
る
部
分
の
論
旨
と
も
比
較
的
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
蕭
常
の
孫
吳
に
対
す
る
評
価
に
若
干
の
肯
定
的
側
面
も
あ
る
こ
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と
は
、
一
定
程
度
は
認
め
て
良
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
そ
れ
が
飽
く
ま
で
も「
魏
と
比
較
す
れ
ば
認
め
る
べ
き
点
も
あ
る
」と
い
う

観
点
に
基
づ
く
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
に
見
え
る
よ
う
な「
或
」の
疑
問
に
答
え
る
と
い
う
形
式
は
漢
文
史
料
に
お
け
る
頻
出
表
現
で
あ
り
、
こ
こ
に
見
え
る

「
或
」の
問
い
が
、
本
当
に
蕭
常
が
受
け
た
質
問
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
た
だ
し
、
こ
こ
に
見
え
る
よ
う
な
論
点
が
当
時
に
お
い
て
話
題

と
な
っ
て
い
た
可
能
性
、
そ
し
て
蕭
常
が
ぜ
ひ
論
じ
た
い
と
看
做
し
た
論
点
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
総
じ
て
、
蕭
常
の
曹
魏
批
判
の

姿
勢
が
非
常
に
明
確
に
見
出
せ
る
序
と
言
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

（
二
）許
へ
の
遷
都
に
関
す
る
記
事
に
つ
い
て

　
『
札
記
』は
曹
操
載
記
に
お
け
る
許
へ
の
遷
都
に
関
す
る
記
事
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
指
摘
を
し
て
い
る
。

「
九
月
、
以
帝
遷
都
於
許
」、
九
月
、
陳
志
同
。
舊
作「
庚
申
」。
案
、
昭
烈
帝
紀
亦
作「
庚
申
」、
上
繋
八
月
、
從
范
書
也
。
此
上
六
月
、

則
庚
申
日
無
所
繋
。
義
例
云「
漢
既
不
日
、
魏
豈
得
獨
日
。」帝
紀
苟
有
可
考
、
自
當
書
日
、
魏
載
記
應
從
略
、
又
不
繋
月
、
淆
舛
殊
甚
。

今
從
陳
志
改
爲
九
月
。
陳
・
范
違
異（
28
）、
兩
存
之
、
以
俟
参
攷
。

  　
「
九
月
、
以
帝
遷
都
於
許
」、
九
月
、
陳
志
も
同
じ
。
舊
は「
庚
申
」に
作
る
。
案
ず
る
に
、
昭
烈
帝
紀
も
亦
た「
庚
申
」に
作
り
、
上

は
八
月
に
繋
ぐ
は
、范
書
に
從
ふ
な
り
。此
の
上
は
六
月
な
れ
ば
、則
ち
庚
申
の
日
は
繋
が
る
所
無
し
。義
例
に「
漢　

既
に
日
い
は
ず
、

魏　

豈
に
獨
り
日
い
ふ
を
得
ん
や
」
と
云
ふ
。
帝
紀　

苟
も
考
ふ
る
可
き
有
ら
ば
、
自
ら
當
に
日
を
書
す
べ
く
し
て
、
魏
載
記
は
應

に
從
ひ
て
略
す
べ
し
。
又
た
月
を
繋
が
ざ
る
は
、
淆
舛
な
る
こ
と
殊
に
甚
だ
し
。
今　

陳
志
に
從
ひ
て
改
め
て
九
月
と
爲
す
。
陳
・
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范
の
違
異
、
兩
つ
な
が
ら
之
を
存
し
、
以
て
参
攷
を
俟
た
ん
。

　

こ
の『
札
記
』の
指
摘
ど
お
り
、
本
論
が
底
本
と
し
た
宜
稼
堂
叢
書
本（
及
び
そ
の
系
譜
に
連
な
る
傳
同
治
本
お
よ
び
叢
書
集
成
本
）の
曹

操
載
記
に
は「
九
月
、
以
帝
遷
都
于
許
」の
一
文
が
あ
る（
建
安
元
年
の
条
。
詳
し
い
史
料
引
用
は
後
掲
）。
た
だ
し『
札
記
』に
よ
れ
ば
、
も

と
も
と
は「
庚
申
」と
作
っ
て
あ
っ
た
の
を
、
陳
壽『
三
國
志
』に
従
っ
て「
九
月
」に
修
正
し
た
と
い
う
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
四
庫

全
書
本
の
当
該
箇
所
は「
庚
申
」と
な
っ
て
お
り
、
蕭
常
の
原
著
の
該
当
部
分
が「
庚
申
」と
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
し
て
こ
れ
も
ま
た『
札
記
』の
指
摘
通
り
、
蕭
常
は「
義
例
」に
て
、
以
下
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

　

凡
記
事
必
繫
之
日
。
不
日
、
蓋
陳
壽
崇
魏
而
黜
漢
、
略
而
不
書
。
無
他（
29
）書
可
考
、
今
止
書
月
與
時
。
魏
雖
書
日
、
漢
既
不
日
、

魏
豈
得
獨
日
。

  

　

凡
て
事
を
記
す
に
は
必
ず
之
に
日
を
繫
ぐ
。
日
い
は
ざ
る
は
、
蓋
し
陳
壽　

魏
を
崇
び
て
漢
を
黜
め
、
略
し
て
書
せ
ざ
れ
ば
な
り
。

他
書
の
考
ふ
る
可
き
無
け
れ
ば
、
今　

止た

だ
月
と
時
と
を
書
す
。
魏
は
日
を
書
す
と
雖
も
、
漢
は
既
に
日
い
は
ざ
れ
ば
、
魏　

豈
に

獨
り
日
い
ふ
を
得
ん
や
。

　
『
札
記
』が「
庚
申
」を「
九
月
」に
書
き
換
え
た
の
は
、
原
史
料
を
改
め
る
と
い
う
行
為
で
あ
り
、
現
在
の
史
学
の
観
点
か
ら
は
余
り
好
ま

し
い
こ
と
と
は
言
え
な
い
が
、『
札
記
』に
言
わ
せ
れ
ば
、
こ
れ
も
蕭
常
が
定
め
た「
魏
載
記
で
は
日
付
は
書
か
な
い
」と
い
う
筆
法
を
反
映

さ
せ
た
校
訂
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
そ
れ
と
同
時
に
、『
札
記
』の
指
摘
か
ら
は
、
蕭
常
が
自
身
の
定
め
た
筆
法
を
遵
守
で
き
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て
い
な
い
こ
と
に
対
す
る
批
判
的
な
姿
勢
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て（「
淆
舛
殊
甚
」な
ど
と
い
う
表
記
は
と
く
に
そ
れ
が
窺
え
る
）、
後

世
に
お
け
る『
續
後
漢
書
』に
対
す
る
評
価
が
高
い
と
は
言
え
な
い
所
以
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
一
例
と
捉
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の『
札
記
』の
指
摘
に
も
問
題
点
は
あ
る
。『
札
記
』は
、「
昭
烈
帝
紀
で
も
范
曄
の『
後
漢
書
』に
従
っ
て（
遷
都
の
日
付
を
）

八
月
の
庚
申
と
し
て
い
る
が
、
こ
こ（
＝
曹
操
載
記
に
お
け
る
遷
都
の
日
で
あ
る「
庚
申
」）の
上
は
六
月
で
あ
り
、
庚
申
は
繋
が
ら
な
い
」

と
い
う
。
そ
れ
で
は
こ
こ
で
、『
續
後
漢
書
』曹
操
載
記
の
当
該
部
分
前
後
の
記
述
を
確
認
し
て
み
よ
う（「
九
月
」の
部
分
は
原
著
に
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る「
庚
申
」と
し
た
）。

　

建
安
元
年
、（
中
略
）夏
六
月
、
車
駕
至（
30
）。
操
自
爲
鎮
東
將
軍
、
襲
費
亭
侯
。
秋
、
車
駕
還
洛（
31
）陽
。（
32
）操
自
領
司
隸
校
尉
・

録
尚
書
事
。
殺
侍
中
趙
忠（
33
）・
尚
書
馮
碩
等
、
以
其
不
附
己
也
。
庚
申
、
以
帝
遷
都
于（
34
）許
。

　

こ
れ
を
読
め
ば
、
確
か
に
遷
都
し
た
庚
申
の
日
が
何
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
は
わ
か
り
に
く
い
が
、
遷
都
の
記
事
の
前
に「
秋
」の
一
字

が
あ
る（
本
論
が
参
照
し
た
諸
本
い
ず
れ
に
も「
秋
」の
字
が
あ
る
た
め
、
原
著
の
段
階
か
ら
あ
っ
た
可
能
性
は
低
く
な
い
と
思
わ
れ
る
）の

で
、
こ
の「
庚
申
」が
夏
で
あ
る
六
月
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ゆ
え
に『
札
記
』の「
此
上
六
月
、
則
庚
申
日
無
所
繋
」と
い
う
批
判

も
ま
た
、
少
々
的
外
れ
な
感
が
あ
る
。
た
だ
し
、
曹
操
載
記
に
お
け
る
建
安
元
年
の
記
事
に
は
、
こ
の「
秋
」以
降
に
は
季
節
や
月
日
を
示

す
表
現
が
無
い
た
め
、遷
都
の
日
で
あ
る
庚
申
の
日
は
秋
以
降（
七
～
十
二
月
）と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
う
ち
庚
申
の
日
が
あ
る
の
は
、

建
安
元
年
八
月
二
十
七
日（
西
暦
一
九
六
年
一
〇
月
七
日
）、
十
月
二
十
八
日（
西
暦
一
九
六
年
一
二
月
六
日
）、
十
二
月
二
十
九
日（
西
暦

一
九
七
年
二
月
四
日
）で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、『
札
記
』の
指
摘
は
一
部
妥
当
で
な
い
点
も
あ
る
が
、
蕭
常
の
文
の
ま
ま
で
は
こ
の「
庚
申
」

が
い
つ
な
の
か
特
定
で
き
な
い
と
い
う
問
題
点
を
持
つ
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
だ
が
、
蕭
常
は
昭
烈
帝
紀
に
お
い
て
は
、
遷
都
が
あ
っ
た
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月
を『
三
國
志
』の
い
う
九
月
で
は
な
く
范
曄
の
い
う
八
月
と
し
て
い
る
以
上（
し
か
も『
札
記
』も
こ
れ
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
る（
35
））、

こ
の
曹
操
載
記
に
お
け
る「
庚
申
」も
八
月
の
こ
と
と
し
て
書
い
た
と
み
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば『
札
記
』は
、
蕭
常
の
意
思

を
尊
重
し
た
元
史
料
改
変
を
し
た
か
っ
た
の
な
ら
ば
、「
庚
申
」を「
九
月
」で
は
な
く「
八
月
」と
す
べ
き
で
あ
っ
た
。先
に
見
た
よ
う
に
、『
札

記
』は
陳
壽
説
を
採
っ
た
理
由
を「
陳
・
范
違
異
、
兩
存
之
、
以
俟
参
攷
」と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は『
札
記
』で
指
摘
す
れ
ば
十
分
で
あ
り
、

史
料
本
文
ま
で
改
め
な
い
ほ
う
が
蕭
常
の
原
著
お
よ
び
執
筆
意
図
に
近
い
校
勘
と
な
っ
た
、
と
言
え
る
。
こ
れ
ま
で
本
研
究
で
は
、
本
文

に
対
す
る『
札
記
』の
指
摘
は
お
お
む
ね
妥
当
な
も
の
と
し
て
読
ん
で
き
て
い
る
が
、
今
回
の
よ
う
に
必
ず
し
も
妥
当
と
は
い
え
ぬ
指
摘
が

あ
る
こ
と
も
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
も
う
一
つ
指
摘
し
て
お
く
べ
き
は
、
底
本
と
四
庫
全
書
本
の
差
異
で
あ
る
。
前
掲
の
底
本
引
用
で
も
校
勘
に
つ
い
て
注
を
附
し

た
が
、
煩
を
厭
わ
ず
四
庫
全
書
本
の
該
当
箇
所
を
見
て
お
こ
う
。
本
論
が
底
本
と
し
た
宜
稼
堂
叢
書
本
と
異
な
る
点
に
傍
線
を
附
し
て
お

く（
字
体
の
相
違
は
除
く
）。

　

建
安
元
年
、（
中
略
）夏
六
月
、
車
駕
至
聞
喜
。
操
自
爲
鎮
東
將
軍
、
襲
費
亭
侯
。
秋
、
車
駕
還
雒
陽
。
八
月
、
操
自
領
司
隸
校
尉
・

録
尚
書
事
。
殺
侍
中
臺
崇
・
尚
書
馮
碩
等
、
以
其
不
附
己
也
。
庚
申
、
以
帝
遷
都
於
許
。

　

こ
ち
ら
の
記
述
で
は
、
遷
都
は
八
月
庚
申
の
日
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
范
曄『
後
漢
書
』に
あ
る「
遷
都
は
八
月
」と
い
う
内
容
と
一
致
す

る
。
そ
も
そ
も
、
宜
稼
堂
叢
書
本
は
曹
操
が
殺
し
た
侍
中
を
趙
忠
と
し
て
い
た
り
（
36
） 

、
四
庫
全
書
本
で
は
車
駕
の
到
着
地
を
聞
喜
と
し

て
い
る
箇
所
が
宜
稼
堂
叢
書
本
で
は
到
着
地
を
記
し
て
い
な
い
な
ど
、
不
備
が
目
立
つ（
こ
れ
ら
に
つ
い
て『
札
記
』に
は
指
摘
が
無
い
）。

こ
れ
ら
の
点
に
限
っ
て
言
え
ば
、
四
庫
全
書
本
の
ほ
う
が
宜
稼
堂
叢
書
本
よ
り
も
完
成
度
が
高
い
。
無
論
、
四
庫
全
書
本
が
蕭
常
の
原
著
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で
不
自
然
な
点
を
誰
か
が
修
正
し
た
系
譜
に
連
な
る
版
本
で
あ
る
可
能
性
も
有
り
得
る
の
で
あ
り
、
著
述
全
体
と
し
て
は
宜
稼
堂
叢
書
本

と
四
庫
全
書
本
の
い
ず
れ
が
蕭
常
の
原
著
に
近
い
か
は
判
断
が
難
し
い
が
、
少
な
く
と
も『
札
記
』の
指
摘
が
当
て
は
ま
ら
な
い
箇
所
を
持

つ『
續
後
漢
書
』が
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
四
庫
全
書
本
と
宜
稼
堂
叢
書
本
は
別
系
統
の
版
本
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
注
意
し
て
お

き
た
い
。
た
だ
し
、
蕭
常
が「
義
例
」で
自
ら
定
め
た
筆
法
を
遵
守
で
き
て
い
な
い
点
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
も
、
ま
た
確
か
で
あ
る
。

（
三
）曹
操
載
記
贊

　

続
け
て
、
曹
操
の
死
亡
を
め
ぐ
る
記
事
か
ら
、
曹
操
載
記
の
贊
に
か
け
て
を
見
て
み
よ
う
。
な
お
引
用
文
中
の
亀
甲
括
弧
で
括
っ
た
文

字
は
、
原
文
に
は
無
く
、
筆
者
が
補
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

　
〔
建
安
〕二
十
五
年
正
月
、
操
自
摩
陂
至
洛（
37
）陽
、
死
。
時
年
六
十
六
。
操
御
軍
三（
38
）十
年
、
手
不
廢
書
、
嘗
著
兵
書
十
餘
萬
言
、

諸
將
攻
戰
、皆
以
新
書
從
事
。
又
注（
39
）孫
武
兵
書（
40
）。
性
猜
忌（
41
）、諸
將
計
畫
、出
己
右
者
、必
以
法
誅
之
。
故
人
舊
怨
、必
報
無
餘
。

其
所
刑
殺
、
輒
對
之
流
涕
、
終
不
少
貸
。（
42
）沛
相
袁
忠
・
沛
國
桓
邵（
43
）・
陳
留
邊
讓
等
、
或
以
公
事
、
或
以
語
言
過
失
、
皆
族
其
家
。

有
幸
姫
侍
晝
寝
。
枕
之
臥
、
告
（
44
）、「
須
臾
覺
我
。」
姫
見
其
臥
安
、
未
即
覺
、
及
寤
、
棒
殺
之
。
嘗
對
敵
、
廩
穀
不
足
、
私
謂
（
45
） 

主
者
曰
、「
奈
何
。」主
者
曰
、「
可
小
斛
以
足
之
。」操
曰
、「
善
。」　

後
軍
中
言
欺
其
衆
、
乃
謂
主
者
曰
、「
要
當
借
君
死
以
厭
衆
。」遂

斬
之
、
取
其
首
徇
曰（
46
）、「
行
小
斛
、
盜
官
穀
。」其
慘
酷
機
變（
47
）、
皆
此
類
也
。
丕（
48
）簒
漢
、
僞
諡
武
皇
帝
。

　

二
十
五
年
正
月
、
操　

摩
陂
よ
り
洛
陽
に
至
り
、
死
す
。
時
に
年
六
十
六
。
操　

軍
を
御
す
る
こ
と
三
十
年
、
手
に
書
を
廢
さ
ず
、

嘗
て
兵
書
十
餘
萬
言
を
著
し
、
諸
將　

攻
戰
す
る
や
、
皆
な
新
書
を
以
て
從
事
す
。
又
た
孫
武
の
兵
書
に
注
す
。
性　

猜
忌
に
し
て
、



― 134 ―

諸
將
の
計
畫
、
己
の
右
に
出
づ
る
者
は
、
必
ず
法
を
以
て
之
を
誅
す
。
故
人
の
舊
怨
は
、
必
ず
報
い
て
餘
す
こ
と
無
し
。
其
の
刑
殺

す
る
所
は
、
輒
ち
之
に
對
し
て
流
涕
す
る
も
、
終
に
少
も
貸ゆ

る

さ
ず
。
沛
相
の
袁
忠
・
沛
國
の
桓
邵
・
陳
留
の
邊
讓
等
、
或
い
は
公
事

を
以
て
、
或
い
は
語
言
の
過
失
せ
る
を
以
て
、
皆
な
其
の
家
を
族
さ
る
。
幸
姫
有
り
て
晝
寝
に
侍
る
。
之
に
枕
し
て
臥
し
、「
須
臾

に
し
て
我
を
覺
ま
せ
」
と
告
ぐ
。
姫　

其
の
臥
す
こ
と
安
ら
か
な
る
を
見
、
未
だ
即
ち
に
は
覺
ま
さ
ず
。
寤
む
る
に
及
ぶ
や
、
棒う

ち

て
之
を
殺
す
。
嘗
て
敵
と
對
し
、
廩
穀　

不
足
す
る
や
、
私
か
に
主
者
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
奈
何
せ
ん
」
と
。
主
者
曰
く
、「
小
斛
も

て
以
て
之
を
足
ら
し
む
可
し
」と
。
操
曰
く
、「
善
し
」と
。
後
に
軍
中　

其
の
衆
を
欺
く
と
言
ふ
や
、乃
ち
主
者
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
要

ず
當
に
君
の
死
を
借
り
て
以
て
衆
を
厭お

さ

ふ
べ
し
」と
。
遂
に
之
を
斬
り
、
其
の
首
を
取
り
て
徇
へ
て
曰
く
、「
小
斛
を
行
ひ
、
官
穀
を

盜
む
」と
。
其
の
慘
酷
機
變
な
る
こ
と
、
皆
な
此
の
類
な
り
。
丕　

漢
を
簒
ふ
や
、
武
皇
帝
と
僞
諡
す
。

　

曹
操
の
死
を「
死
」の
文
字
で
表
現
し
て
い
る
。
蕭
常
自
身
も「
義
例
」に
て「
凡
吳
魏
僭
竊
之
君
、
書『
薨
』則
太
重
、
書『
殂
』尤
重
、
書

『
卒
』則
又
若
引
而
進
之（
49
）。
今
止
書『
死
』（
凡
そ
吳
魏
僭
竊
の
君
、『
薨
』と
書
せ
ば
則
ち
太
だ
重
く
、『
殂
』と
書
せ
ば
尤
も
重
く
、『
卒
』

と
書
せ
ば
則
ち
又
た
引
き
て
之
を
進
む
る
が
若
し
。
今　

止
だ『
死
』と
書
す
）」と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
曹
操
の
死
に
関
す
る
筆
法
に
つ

い
て
は
、
自
ら
定
め
た
通
り
の
表
記
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
に
見
え
る
内
容
の
多
く
は『
三
國
志
』魏
書
一
・
武
帝
紀
に
あ
る
曹
操
死
亡
記
事
に
裴
松
之
注
と
し
て
引
用
さ
れ
る『
魏
書
』や『
曹

瞞
傳
』
な
ど
を
元
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
記
事
を
再
構
成
す
る
に
際
し
て
の
取
捨
選
択
・
省
略
な
ど
を
通
し
て
、
よ
り
曹
操
へ
の

批
判
を
強
め
る
記
述
と
な
っ
て
い
る
と
見
て
良
い
。
兵
法
に
関
す
る
記
述
は
肯
定
的
側
面
と
い
え
な
く
も
な
い
が
、
そ
の
直
後
の
記
述
に

「
猜
疑
心
が
強
く
、
己
よ
り
優
れ
た
計
画
を
出
し
た
諸
将
は
必
ず
法
に
よ
っ
て
誅
さ
れ
た
」
と
続
く
の
は
、「
曹
操
よ
り
兵
法
に
優
れ
た
諸

将
も
い
た
の
で
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
者
た
ち
は
皆
殺
さ
れ
た
」
と
い
う
文
脈
と
な
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
の
曹
操
へ
の
批
判
は
主
に
彼
の
個
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人
的
な
性
格
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
留
意
し
て
お
き
た
い
。
そ
し
て『
續
後
漢
書
』は
、
曹
操
に
対
す
る
贊
へ
と
続
く
。

　

贊
曰
、
閹
寺
之
禍
尚
矣
、
然
未
有
竊
人
之
國
而
代
之
者
也
。
夫
以
趙
高
之
亂
、
姦
鋒
逆
燄
（
50
）、
若
不
可
挫
而
滅
者
、
曾
未
旋
踵
、

而
身
伏
鈇（
51
）質
。
蓋
天
下
之
重（
52
）、
豈
容
刀
鋸
餘
醜（
53
）劫（
54
）而
有
哉
。
予
觀
曹
騰
之
事
、
竊
悲（
55
）東
京
之
禍
有
自
來
矣
。
方
李

固
之
欲
立
清
河
王
也
、權
臣
雖
恣
睢
、而
理
有
所
奪
、意
若
少
沮
。
及
騰
之
説
一
入
、則
虎
視（
56
）鴟
張
、無
所
顧
忌
、而
蠡
吾
侯
立
矣
。

自
是
、
皇
綱
解
紐
、
騰
愈
得
志
、
大
權
在
己
、
植
本
益
固
、
而
其
養
子
至
位
據（
57
）鼎
司
、
富
埒（
58
）帝
室
。
操
遂
因
之
、
弑
后
幽
主（
59
）、

窮
凶
極
惡
、
毒
流
天
下
、
卒
移
漢
祚
。
自
古
閹
寺
之
禍
、
莫
慘
于（
60
）此
。
一
時
義
士
、
皆
欲
挫
而
滅
之
、
而
婁
興
亟
仆（
61
）。
蓋
其

假
大
義
、
以
欺
世
盜
國
既
久
、
人
爲
之
用
而
不
知
有
漢
、
勢
固
然
也
。『
易
』
曰
、「
履
霜
堅
冰
（
62
）
至
」、
其
所
由
來
者
漸
矣
。
可
不

戒
哉（
63
）。

　

贊
に
曰
く
、
閹
寺
の
禍　

尚
し
け
れ
ど
も
、
然
れ
ど
も
未
だ
人
の
國
を
竊
み
て
之
に
代
は
る
者
有
ら
ざ
る
な
り
。
夫
れ
趙
高
の
亂

の
、
姦
鋒
逆
燄
に
し
て
、
挫
き
て
滅
ぼ
す
可
か
ら
ざ
る
者
の
若
き
を
以
て
し
て
も
、
曾す

な
はち

未
だ
踵
を
旋
ら
さ
ず
し
て
、
而
し
て
身
は

鈇
質
に
伏
す
。
蓋
し
天
下
の
重
は
、
豈
に
刀
鋸
の
餘
醜
の
劫
め
て
有
つ
を
容
れ
ん
や
。
予　

曹
騰
の
事
を
觀
る
に
、
竊
か
に
東
京
の

禍　

自
ら
來
る
こ
と
有
る
を
悲
し
む
。
方
に
李
固
の
清
河
王
を
立
て
ん
と
欲
す
る
や
、
權
臣　

恣
睢
に
し
て
理
と
し
て
奪
ふ
所
有
り

と
雖
も
、
意　

少
か
沮
る
が
若
し
。
騰
の
説　

一
た
び
入
る
に
及
ぶ
や
、
則
ち
虎
視
鴟
張
し
、
顧
忌
す
る
所
無
く
、
而
し
て
蠡
吾
侯　

立
つ
。
是
れ
よ
り
皇
綱　

解
紐
し
、
騰　

愈
々
志
を
得
、
大
權　

己
に
在
り
、
本
を
植
ゑ
て
益
々
固
く
、
而
し
て
其
の
養
子　

位
は

鼎
司
に
據
る
に
至
り
、
富
は
帝
室
に
埒ひ

と

し
。
操　

遂
に
之
に
因
り
、
后
を
弑
し
主
を
幽
し
、
凶
を
窮
め
惡
を
極
め
、
毒
は
天
下
に
流

れ
、
卒
に
漢
祚
を
移
す
。
古
よ
り
閹
寺
の
禍
、
此
れ
よ
り
慘
な
る
は
莫
し
。
一
時
の
義
士
、
皆　

挫
き
て
之
を
滅
ぼ
さ
ん
と
欲
す
る



― 136 ―

も
、
而
れ
ど
も
婁
々
興
り
て
は
亟し

ば
し
ば々

仆
さ
る
。
蓋
し
其
の
大
義
を
假
り
、
以
て
世
を
欺
き
國
を
盜
む
こ
と
既
に
久
し
く
、
人　

之
が

用
を
爲
し
、
而
し
て
漢
有
る
を
知
ら
ず
、
勢
と
し
て
固
よ
り
然
る
な
り
。『
易
』に「
霜
を
履
み
て
堅
冰
至
る
」と
曰
ふ
は
、
其
の
由
っ

て
來
た
る
所
の
者　

漸
む
な
り
。
戒
め
ざ
る
可
け
ん
や
。

　

こ
の
前
の
段
が
曹
操
個
人
に
対
す
る
批
判
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
こ
の
贊
は
曹
操
個
人
と
い
う
よ
り
は
曹
氏
に
対
す
る
批
判
を
主
な
内

容
と
し
て
い
る
。「
後
漢
の
禍
は
曹
騰
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
魏
に
よ
る
簒
奪
へ
と
繋
が
っ
た
」と
説
き
、
古
来
宦
官
の
禍
で

こ
れ
よ
り
悲
惨
な
も
の
は
無
い
と
い
う
。
批
判
の
度
合
い
は
か
な
り
強
く
、
賞
賛
を
主
な
内
容
と
す
る
陳
壽『
三
國
志
』魏
書
一
に
お
け
る

評
と
は
全
く
異
な
る
内
容
で
あ
る
。
た
だ
、
蕭
常
の
こ
の
贊
か
ら
は
、
史
論
と
し
て
目
新
し
い
独
自
性
は
さ
ほ
ど
見
出
せ
な
い
。

　

興
味
深
い
の
は
、
こ
こ
に
見
え
る「
贊
の
前
の
段
で
個
人
へ
の
評
価
を
述
べ
、
贊
で
は
一
族
に
対
す
る
評
価
を
述
べ
る
」と
い
う
構
成
が
、

『
續
後
漢
書
』帝
紀
第
一
に
お
け
る
劉
備
評
価
と
共
通
す
る
こ
と
で
あ
る
。
帝
紀
第
一
で
は
、
贊
の
前
の
段
に
お
い
て
劉
備
個
人
に
対
す
る

高
い
評
価
が
述
べ
ら
れ
、
贊
に
お
い
て
は
劉
備
と
い
う
よ
り
漢
朝
に
対
す
る
賞
賛
が
そ
の
内
容
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
（
前
稿
四
参

照
）。
ち
な
み
に
、
吳
載
記
第
一
・
第
二
に
お
け
る
孫
吳
の
君
主
に
関
す
る
評
価
は
い
ず
れ
も
こ
の
形
式
を
取
っ
て
い
な
い
こ
と
も
附
言

し
て
お
く
。

（
四
）曹
丕
評
価
に
つ
い
て

　

曹
丕
載
記
に
も
、
曹
操
載
記
同
様
、
曹
丕
死
亡
の
記
事
に
続
け
て
彼
へ
の
評
価
に
関
し
て
論
じ
た
段
が
あ
る
（
た
だ
し
曹
丕
に
対
す
る

贊
は
無
い
）。
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丕
好
學（
64
）、
所
著
述
垂
百
篇
。
又
使
諸
儒
選（
65
）集
經
傳
、
隨
類
相
從
、
凡
千
餘
篇
、
名
曰『
皇
覽
』。
嘗（
66
）嘉
漢
文
帝
寛
仁（
67
）、

有
賢
聖
之
風
。
諸
儒
或
以
爲
、「
漢
文
（
68
）
雖
賢
、
通
達
國
體
、
不
如
賈
誼
。」
由
是
著
「
太
宗
論
」、
謂
「
賈
誼
之
才
敏
、
籌
畫
國
政
、

特
賢
臣
之
器
、
管
・
晏
之
姿
。
豈
若
孝
文
大
人
之
量
哉
。」
蓋
欲
以
孝
文
自
況
、
疾
其
臣
之
勝
己
也
（
69
）。
故
有
此
作
。
初
、
丕
得
立

爲
太
子
、
抱
辛
毗
頸
而
喜
曰
、「
辛
君
知
我
喜
否
。」毗
歸
以
告
其
女
憲
英
。
憲
英
者
、
有
高
識
、
歎
曰
、「
太
子
、
代
君
主
宗
廟
社
稷

者
也
。
代
君
、
不
可
以
不
戚
。
主
國
、
不
可
以
不
懼
。
宜
戚
而
喜
、
何
以
能
久
。
曹
氏
其
不
昌
乎
。」

　

丕　

學
を
好
み
、
著
述
す
る
所　

百
篇
に
垂
と
す
。
又
た
諸
儒
を
し
て
經
傳
を
選
集
し
、
類
に
隨
ひ
て
相
從
は
し
む
る
こ
と
、
凡

そ
千
餘
篇
、
名
づ
け
て『
皇
覽
』と
曰
ふ
。
嘗
て
漢
文
帝
の
寛
仁
に
し
て
、
賢
聖
の
風
有
る
を
嘉
す
。
諸
儒
の
或
る
ひ
と
以
爲
へ
ら
く
、

「
漢
文
は
賢
な
り
と
雖
も
、
國
體
に
通
達
す
る
こ
と
、
賈
誼
に
如
か
ず
」と
。
是
に
由
り
て「
太
宗
論
」を
著
し
、「
賈
誼
の
才
敏
な
れ

ど
も
、
國
政
を
籌
畫
す
る
こ
と
、
特た

だ
賢
臣
の
器
に
し
て
、
管
・
晏
の
姿
な
る
の
み
。
豈
に
孝
文
の
大
人
の
量
に
若
か
ん
や
」
と
謂

ふ
。
蓋
し
孝
文
を
以
て
自
ら
況た

と

へ
ん
と
欲
し
、
其
の
臣
の
己
に
勝
る
を
疾ね

た

む
な
り
。
故
に
此
の
作
有
り
。
初
め
、
丕　

立
ち
て
太
子

と
爲
る
を
得
る
や
、
辛
毗
の
頸
を
抱
き
喜
び
て
曰
く
、「
辛
君　

我
の
喜
ぶ
を
知
る
や
否
や
」と
。
毗　

歸
り
て
以
て
其
の
女
の
憲
英

に
告
ぐ
。
憲
英
な
る
者
は
、
高
識
有
り
、
歎
じ
て
曰
く
、「
太
子
は
、
君
に
代
は
り
て
宗
廟
社
稷
を
主
る
者
な
り
。
君
に
代
は
る
は
、

以
て
戚い

た

ま
ざ
る
可
か
ら
ず
。
國
を
主
る
は
、
以
て
懼
れ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
宜
し
く
戚
む
べ
き
も
喜
ぶ
、
何
を
以
て
か
能
く
久
し
か
ら

ん
。
曹
氏　

其
れ
昌さ

か

え
ざ
ら
ん
」と
。

　

曹
丕
が
学
問
を
好
み
、『
皇
覧
』を
編
纂
さ
せ
た
こ
と
に
関
す
る
表
現
は
、『
三
國
志
』魏
書
二
・
文
帝
紀
の
文
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
し

て
お
り
、
ま
た
曹
丕
が「
太
宗
論
」を
著
し
た
こ
と
も『
三
國
志
』魏
書
二
・
文
帝
紀
注
引『
魏
書
』に
記
載
が
あ
る
。
た
だ
し「
太
宗
論
」を
著
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し
た
意
図
に
対
す
る
分
析
は『
三
國
志
』に
は
見
え
な
い
も
の
で
、「
臣
下
が
自
分
よ
り
優
れ
る
こ
と
を
妬
ん
だ
」と
い
う
表
現
な
ど
は
、
蕭

常
の
曹
丕
に
対
す
る
否
定
的
評
価
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
辛
憲
英
の
逸
話
は『
三
國
志
』魏
書
二
十
五
・
辛
毗
傳
注
引『
世
語
』に

見
え
る
。
ほ
ぼ
原
典
ど
お
り
の
引
用
と
な
っ
て
い
る
が
、
細
か
い
差
異
を
言
う
な
ら
ば
、
裴
松
之
の
引
く『
世
語
』で
は「
魏
其
不
昌
乎
」と

な
っ
て
い
る
の
を
蕭
常
は「
曹
氏
其
不
昌
乎
」と
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
辛
憲
英
の
故
事
を
こ
こ
で
引
用
し
て
い
る
点
は
、
単
に「
曹
氏

は
長
続
き
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
か
っ
た
に
過
ぎ
な
い
と
み
て
も
良
い
が
、
前
稿
ま
で
で
見
て
き
た
よ
う
な
、
蕭
常
の
儒
教
的

道
徳
を
重
視
す
る
史
観
と
あ
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
曹
丕
が
人
倫
の
道
に
悖
る
人
物
で
あ
る
と
強
く
批
判
し
、
一
方
で
そ
れ
を
厳
し
く
指
摘

す
る
辛
憲
英
を
高
く
評
価
す
る
意
図
が
あ
っ
た
、
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

（
五
）曹
奐
載
記

　

曹
叡
に
つ
い
て
は
彼
の
評
価
を
論
じ
た
段
は
無
い
。
曹
芳
に
至
っ
て
は
死
亡
記
事
す
ら
な
く
、
廃
位
さ
れ
た
こ
と
が
「（
蜀
漢
の
延
熙
）

十
七
年
秋
、
司
馬
師
廢
芳
而
立
髦
、
時
年
二
十
三
」
と
記
さ
れ
て
彼
の
載
記
が
終
わ
っ
て
い
る
。
曹
髦
が
司
馬
昭
打
倒
を
試
み
て
返
り
討

ち
に
遭
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
昭
黨
賈
充
令
帳
下
督
成
濟
以
戈
弑
髦
于
車
中
」と「
弑
」の
字
を
用
い
て
い
る
の
が
若
干
興
味
深
い
と
こ

ろ
と
言
え
よ
う
。

　

曹
魏
最
後
の
皇
帝
で
あ
る
曹
奐
の
載
記
は
極
め
て
短
い
が
、
注
意
す
べ
き
点
が
い
く
つ
か
あ
る
。

　

曹
奐（
70
）字
景
明
、
操
孫
、
宇
之
子
也
。
初
名
璜
、
封
常（
71
）道
郷（
72
）公
。
司
馬
昭
既
弑
髦
、
迎
奐
立
之
、
改
元
景
元
。
六
年
冬
、

漢
亡（
73
）。
奐
以
其
僞
位
遜
昭
之
子
炎
。
是
爲
晉
武
帝
。
奐
遷
于
金
墉（
74
）城
、
時
年
二
十
。
自
丕
簒
逆
至
是
、
凡
四
十
六
年
。
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曹
奐　

字
は
景
明
、
操
の
孫
、
宇
の
子
な
り
。
初
の
名
は
璜
、
常
道
郷
公
に
封
ぜ
ら
る
。
司
馬
昭　

既
に
髦
を
弑
す
る
や
、
奐
を

迎
へ
て
之
を
立
て
、
景
元
と
改
元
す
。
六
年
冬
、
漢　

亡
ぶ
。
奐　

其
の
僞
位
を
以
て
昭
の
子
の
炎
に
遜ゆ

づ

る
。
是
れ
晉
武
帝
爲
り
。

奐　

金
墉
城
に
遷
さ
る
、
時
に
年
二
十
。
丕
の
簒
逆
よ
り
是
に
至
る
ま
で
、
凡
そ
四
十
六
年
。

  　

ま
ず
文
中
に
あ
る「
六
年
冬
、
漢
亡
」の「
六
年
」か
ら
見
て
み
よ
う
。
漢
お
よ
び
蜀
漢
の
年
号
を
使
用
す
る
蕭
常
の
筆
致
か
ら
い
っ
て
、

こ
れ
は
魏
で
は
な
く
蜀
漢
の
年
号
に
よ
っ
て
表
記
し
た「
景
耀
六
年
」の
意
味
で
書
か
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て『
札

記
』は
、「
案
年
表
、
漢
亡
在
景
元
四
年
。
此『
六
年
』、
景
耀
六
年
、
即
炎
興
元
年
也
。
蓋
承
上
曹
髦
載
記『
景
耀
三
年
』而
言
」と
指
摘
し

て
い
る
。
こ
の
指
摘
の
通
り
と
思
わ
れ
る
が
、『
札
記
』も
い
う
よ
う
に
蜀
漢
は
景
耀
六
年
に
炎
興
と
改
元
し
て
お
り
、
同
年
冬
に
滅
亡
し

た
の
で
、
滅
亡
年
を
蜀
漢
の
年
号
で
い
う
な
ら
ば
、
蕭
常
は
こ
こ
の
記
述
を「
景
耀
六
年
」で
は
な
く「
炎
興
元
年
」と
す
べ
き
で
あ
っ
た
ろ

う
。
ち
な
み
に
蕭
常
は
、
劉
禪
を
扱
っ
た
本
紀
で
あ
る
帝
紀
二
・
少
帝
紀
で
は
、
蜀
漢
滅
亡
の
年
を「
炎
興
元
年
」と
表
記
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の「
六
年
冬
、
漢
亡
」の
次
に「
奐
以
其
僞
位
遜
昭
之
子
炎
」と
あ
る
が
、
こ
れ
だ
と
蜀
漢
の
滅
亡
と
曹
魏
の
滅
亡
が
同
年
で

あ
る
か
の
よ
う
に
読
め
る
。
蜀
の
降
伏
は
魏
の
景
元
四
年（
魏
書
四
）、
蜀
の
炎
興
元
年（
蜀
書
二
）の
十
一
月
で
あ
り
、
一
方
で
魏
の
晉
へ

の
禪
讓
は
、
そ
の
お
よ
そ
二
年
後
で
あ
る
魏
の
咸
熙
二
年
十
二
月
壬
戌（
魏
書
四
）で
、
同
年
で
は
な
い
。
無
論
、
蕭
常
が
魏
と
蜀
の
滅
亡

を
同
年
と
認
識
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
彼
は
卷
四
・
年
表
第
二
・
章
武
以
来
吳
魏
表
に
お
け
る「
癸
未
」の
年
の
魏
の
記
述
に
お
い
て

「〔
景
元
〕四　

夏
、
司
馬
昭
使
鍾
會
・
鄧
艾
犯
漢
中（
75
）。
又
明
年
、
晉
興
、
曹
氏
遂
亡
。」と
記
す
。
加
え
て
、
前
掲
史
料
の
校
勘
で
指
摘

し
た
よ
う
に
、
四
庫
全
書
本
で
は
曹
奐
載
記
の「
漢
亡
」の
後
ろ
に「
又
明
年
」と
あ
り
、
こ
れ
は
年
表
第
二
の
記
述
と
一
致
す
る
。
い
ず
れ

が
蕭
常
の
原
著
に
近
い
か
は
不
明
と
す
る
し
か
な
い
が
、
少
な
く
と
も
宜
稼
堂
叢
書
本
を
見
る
限
り
、
先
の
遷
都
を
め
ぐ
る
記
事
と
あ
わ

せ
て
考
え
て
も
、
蕭
常
は
歴
史
事
象
の
発
生
時
期
を
常
に
意
識
し
た
記
述
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
節
が
あ
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る
。

　

一
方
で
、
曹
丕
の
簒
奪（
魏
の
成
立
）か
ら
滅
亡
ま
で
が
四
十
六
年
と
い
う
表
記
は
、『
宋
書
』卷
二
十
七
・
符
瑞
志
上
や
、『
南
齊
書
』卷

一
・
高
帝
紀
上
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

（
六
）魏
載
記
第
一
末
尾
の
贊

　

魏
載
記
第
一
の
卷
末
に
見
え
る
贊
を
見
て
み
よ
う
。

　

贊
曰
、
操（
76
）父
子
、
以
鼠
竊
狗
盜（
77
）之
知
窺（
78
）攘
神
器（
79
）。
術
窮
力
殫
、
僅
乃
得
之
、
自
以
爲
子
孫
無
窮
之
業
、
而
不
知
三

馬
闖
然
已
躡
其
後
矣
。
丕
庸
、
叡
凶
、
芳
幽
、
髦
弑
、
政（
80
）移
私
家（
81
）、
卒
以
不
祀
。
傳
有
之
、「
君
以
此
始
、
亦
以
此
終
。」（
82
） 

孰
謂
天
理
爲
不
明（
83
）。

　

贊
に
曰
く
、操
父
子
、鼠
竊
狗
盜
の
知
を
以
て
神
器
を
攘ぬ

す

ま
ん
こ
と
を
窺
ふ
。
術
は
窮
ま
り
力
は
殫
き
る
も
、僅
か
に
乃
ち
之
を
得
、

自
ら
子
孫
無
窮
の
業
と
以
爲
ふ
も
、
而
れ
ど
も
三
馬
の
闖
然
と
し
て
已
に
其
の
後
を
躡
ふ
を
知
ら
ず
。
丕
は
庸
、
叡
は
凶
、
芳
は
幽

さ
れ
、
髦
は
弑
さ
れ
、
政
は
私
家
に
移
り
、
卒
に
以
て
祀
ら
れ
ず
。
傳
に
之
有
り
、「
君　

此
を
以
て
始
む
、
亦
た
此
を
以
て
終
れ
」

と
。
孰
か「
天
理　

不
明
爲
り
」と
謂
は
ん
。

　

曹
操
一
族
に
対
す
る
批
判
が
明
確
な
一
段
で
あ
る
が
、
特
に
目
新
し
い
主
張
は
見
出
せ
な
い
。
強
い
て
言
え
ば
、
曹
魏
歴
代
皇
帝
に
対

す
る
贊
で
あ
り
な
が
ら
驚
く
ほ
ど
の
短
文
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
劉
禪
に
対
す
る
贊
も
極
め
て
短
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
贊
の
長
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短
だ
け
で
蕭
常
の
重
視
の
度
合
い
を
測
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
吳
載
記
で
孫
吳
君
主
を
扱
う
卷
が
吳
載
記
第
一
・
第
二
の
二
卷
に
渉
っ

て
い
る
（
た
だ
し
吳
載
記
第
二
は
君
主
以
外
の
孫
吳
宗
室
も
扱
う
）
の
に
対
し
、
曹
魏
の
君
主
を
扱
う
の
は
僅
か
に
魏
載
記
第
一
の
み
と

な
っ
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。
極
力
魏
に
関
す
る
扱
い
を
小
さ
く
し
た
い
蕭
常
の
意
思
が
窺
え
る
。

　
　
　
　

三　

魏
載
記
第
二
に
つ
い
て

（
一
）夏
侯
惇
載
記
の
問
題
点

　

魏
載
記
第
二
で
扱
う
人
物
は
、
同
書
目
録
に
「
曹
彰　

曹
植
／
曹
沖
（
84
）
曹
仁
／
曹
洪　

曹
休
／
曹
真
［
子
爽　

鄧
颺　

丁
謐　

何
晏　

畢
軌　

李
勝　

桓
範
（
85
）］
／
夏
侯
惇　

夏
侯
淵
／
夏
侯
尚　

夏
侯
元
（
86
）［
王
經
］（
87
）」（
／
は
改
行
を
、［　

］内
の
文
字
は
割
注
内
の

文
字
で
あ
る
こ
と
を
示
す
）と
あ
る
。
だ
が
、
同
卷
は
多
く
の
人
物
を
扱
い
な
が
ら
贊
は
巻
末
に
極
め
て
短
い
も
の
が
一
つ
あ
る
だ
け
で
、

そ
の
ほ
か
に
は
人
物
に
対
す
る
評
価
を
述
べ
た
段
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
人
物
の
事
蹟
を
簡
潔
に
述
べ
た
文
が
同
卷
の
ほ
と
ん
ど
を
占

め
る
。贊
以
外
で
僅
か
に
人
物
評
価
ら
し
き
も
の
が
看
取
で
き
る
部
分
と
し
て
、夏
侯
淵
載
記
に
附
属
す
る
夏
侯
霸
に
つ
い
て
の「
遂
降
漢
、

漢
以
爲
車
騎
將
軍
」と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
特
に
賞
贊
と
い
う
ほ
ど
の
賞
贊
で
は
な
い
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

本
卷
の
贊
の
検
討
と
は
若
干
離
れ
る
が
、
若
干
興
味
深
い
記
述
と
し
て
、
夏
侯
惇
載
記
に
あ
る
以
下
の
記
述
を
挙
げ
て
お
く
。

　

操
平
河
北
、
爲
大
將
軍
。
時
諸
將
皆
受
魏
官
、
獨
惇
漢
官（
88
）、
乃
上
疏
自
陳
、
即
拜
前
將
軍
、
尋
卒
。
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操　

河
北
を
平
ら
ぐ
る
や
、
大
將
軍
と
爲
る
。
時
に
諸
將　

皆　

魏
の
官
を
受
く
る
も
、
獨
り
惇
の
み
漢
官
な
れ
ば
、
乃
ち
上
疏

し
て
自
ら
陳
べ
、
即
ち
前
將
軍
に
拜
し
、
尋
い
で
卒
す
。

　

曹
操
配
下
が
み
な
魏
の
官
を
受
け
た
が
夏
侯
惇
の
み
漢
の
官
位
に
あ
っ
た
の
で
、
夏
侯
惇
が
自
ら
願
い
出
て
魏
官
と
し
て
の
前
将
軍
を

授
け
ら
れ
、
間
も
な
く
亡
く
な
っ
た
、
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
記
事
は
史
書
と
し
て
良
い
出
来
と
は
言
え
な
い
点
が
多
い
。

ま
ず「
操
平
河
北
、
爲
大
將
軍
」で
あ
る
が
、
こ
れ
は『
三
國
志
』魏
書
九
・
夏
侯
惇
傳
に

　

太
祖
平
河
北
、
爲
大
將
軍
後
拒
。
鄴
破
、
遷
伏
波
將
軍
。（
以
下
略
）

　

太
祖　

河
北
を
平
ら
ぐ
る
や
、
大
將
軍
の
後
拒
と
爲
る
。
鄴　

破
る
る
や
、
伏
波
將
軍
に
遷
る
。

と
あ
る（
区
切
り
方
は
現
在
広
く
通
行
し
て
い
る
中
華
書
局
本
の
も
の
を
採
用
し
た
）の
を
、
蕭
常
は「
後
拒
」で
は
な
く「
爲
大
將
軍
」で

区
切
る
と
解
釈
し
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
蕭
常
が
斯
か
る
区
切
り
方
を
し
た
理
由
は
判
然
と
し
な
い
が
、
あ
る
い
は
原
文
の
解
釈

が
困
難
で
あ
る
こ
と
に
原
因
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。『
三
國
志
』を
踏
ま
え
て
考
察
し
た
と
き
、
こ
の「
大
將
軍
」は
曹
操
で
も
夏
侯
惇

で
も
な
い
か
ら
で
あ
る（
89
）。
こ
の
よ
う
に
、『
三
國
志
』の
文
も
意
味
が
取
り
に
く
い
の
だ
が
、
一
方
で
蕭
常
の
文
も「
夏
侯
惇
が
大
將
軍

と
な
っ
た
後
に
前
將
軍
に
な
っ
た
」と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
し
ま
い
、
こ
れ
で
は『
三
國
志
』の
語
る
夏
侯
惇
の
官
歴
と
は
矛
盾
が
大
き
い
。

夏
侯
惇
が
魏
官
を
自
ら
望
ん
で
前
将
軍
と
な
っ
た
こ
と
は
、『
三
國
志
』魏
書
九
・
夏
侯
惇
傳
お
よ
び
同
裴
注『
魏
書
』に
記
載
が
あ
る
が
、

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
建
安
二
十
四
年
の
こ
と
で
あ
る
。「
操
平
河
北
」（
建
安
十
二
年
頃
）の
後
と
い
え
ば
後
で
あ
る
が
、
後
す
ぎ
る
。
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ま
た
同
傳
に
よ
れ
ば
夏
侯
惇
は
確
か
に
大
將
軍
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
曹
操
死
後
の
延
康
元
年
の
こ
と
で
（『
三
國
志
』
魏
書
二
・
文

帝
紀
）、
彼
が
前
將
軍
と
な
っ
た
後
の
こ
と
で
あ
る
。
蕭
常
の
「
大
將
軍
と
な
っ
た
後
に
前
將
軍
と
な
っ
た
」
と
い
う
記
事
は
、
歴
史
記
述

と
し
て
の
完
成
度
が
低
い
と
の
批
判
を
免
れ
ま
い
。
し
か
も
蕭
常
の
文
で
は
、
夏
侯
惇
は
前
將
軍
に
な
っ
て
間
も
な
く
亡
く
な
っ
た
と
あ

る
が
、
こ
れ
で
は
曹
操
の
河
北
平
定
後
さ
ほ
ど
経
た
ず
に
夏
侯
惇
が
没
し
た
か
の
よ
う
に
読
め
て
し
ま
う
の
も
問
題
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、「
魏
官
」が
存
在
す
る
の
は
、
曹
操
が
魏
公
に
な
っ
た
以
降
で
あ
る
。『
三
國
志
』魏
書
一
・
武
帝
紀
の
建
安
十
八

年
五
月
の
条
に
、
曹
操
を
魏
公
と
す
る
冊
書
が
見
え
る
が
、
そ
こ
に「
魏
國
置
丞
相
已
下
群
卿
百
寮
、
皆
如
漢
初
諸
侯
王
之
制（
魏
國
は
丞

相
よ
り
已
下
群
卿
百
寮
を
置
く
こ
と
、
皆
な
漢
初
の
諸
侯
王
の
制
の
如
く
せ
よ
）」と
あ
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
こ
の
段
階
で
初
め

て
魏
の
官
を
置
く
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
蕭
常
の
言
う「
操
平
河
北
、
爲
大
將
軍
。
時
諸
將
皆
受
魏
官
、
獨
惇
漢
官
」の「
時
」は
、
普
通
に

読
め
ば「
操
平
河
北
」（
曹
操
が
河
北
を
平
定
し
た
）当
時
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の「
操
平
河
北
」（
建
安
十
二
年
頃
）の
段
階
で
は
ま

だ
、
夏
侯
惇
が「
魏
官
」を
所
望
す
る
こ
と
は
有
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
後
漢
・
三
國
時
代
の
官
僚
制
度
に
関
す
る
蕭
常
の
知
識
・
関
心
が

薄
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
官
歴
の
前
後
関
係
の
破
綻
や
制
度
と
の
矛
盾
も
無
視
ま
で
し
て（
気
づ
か
な
か
っ
た
だ
け
か
も
し
れ
な
い
が
）、
蕭
常
が
こ

の
よ
う
な
問
題
だ
ら
け
の
文
を
書
い
て
し
ま
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
こ
れ
は
推
測
す
る
し
か
な
い
が
、
恐
ら
く
蕭
常
は
、
夏
侯
惇
が
自
ら
漢

の
臣
下
で
あ
る
こ
と
を
放
棄
し
た
こ
と
を
批
判
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
夏
侯
惇
は
、
漢
の
大
將
軍
と
い
う
軍
事
最
高
位
に
あ
り
な

が
ら
、自
ら
そ
の
地
位
を
捨
て
、前
將
軍
と
い
う
格
下
で
も
い
い
か
ら
魏
官
を
得
る
こ
と
望
ん
だ
」と
い
う
論
旨
に
な
る
文
と
す
る
こ
と
で
、

夏
侯
惇
の
漢
に
対
す
る
不
忠
に
対
し
筆
誅
を
加
え
る
と
い
う
の
が
、
蕭
常
の
目
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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（
二
）王
經
と
彼
の
母
の
み
に
言
及
す
る
贊

　

魏
載
記
第
二
に
は
贊
が
巻
末
に
一
つ
の
み
あ
り
、
し
か
も
そ
こ
で
言
及
さ
れ
る
人
物
は
王
經
と
彼
の
母
の
み
で
あ
る
。
短
文
な
の
で
、

本
卷
の
卷
末
を
占
め
る
王
經
を
め
ぐ
る
記
事
と
、
そ
の
後
に
続
く
贊
を
一
通
り
見
て
お
こ
う
。

　

清
河
王
經
者
、
字
彦
偉（
90
）、
與〔
許
〕允
俱
稱
冀
州
名
士
。
延
熙（
91
）中
爲
尚
書
。
曹
髦
欲
討
司
馬
昭
、
謀
于（
92
）王
經（
93
）與
王
沈
・

王
業
。
沈
・
業
馳
告
昭
、
經
留
髦
所
。
昭
既
弑
髦
、
并
族
經
。
經
被
逮
、
辭
母
、
母
笑
而
應
曰
、「
人
誰（
94
）不
死
。
往
所
以
止
汝
者
、

恐
不
得
其
所
也
。
以
此
并
命
、
何
恨
之
有
。」晉
武
帝
泰（
95
）始
初
、
詔
曰
、「
尚
書（
96
）王
經
、
雖
陷
大
戮
、
然
守
志
可
嘉
。
門
戸
埋
沒
、

意（
97
）愍
之
。
其
以
經
孫
爲
郎
中
。」

　

贊
曰
、
王
經
不
附
司
馬
昭
、
可
謂
知
死
所
矣
。
其
母
知
有
名
義
、
含（
98
）笑
地
下
。
雖
古
烈
婦
、
何
以
加
茲（
99
）。

　

清
河
の
王
經
な
る
者
は
、
字
は
彦
偉
、
允
と
俱
に
冀
州
の
名
士
と
稱
せ
ら
る
。
延
熙
中
に
尚
書
と
爲
る
。
曹
髦　

司
馬
昭
を
討
た

ん
と
欲
し
、
王
經
と
王
沈
・
王
業
と
に
謀
る
。
沈
・
業
は
馳
せ
て
昭
に
告
げ
、
經
は
髦
の
所
に
留
ま
る
。
昭　

既
に
髦
を
弑
す
る
や
、

并
び
に
經
を
族
す
。
經　

逮と

ら
は
る
る
や
、
母
に
辭
す
。
母　

笑
ひ
て
應
じ
て
曰
く
、「
人　

誰
か
死
せ
ざ
る
。
往
に
汝
を
止
む
る

所
以
の
者
は
、
其
の
所
を
得
ざ
る
を
恐
る
れ
ば
な
り
。
此
を
以
て
命
を
并す

つ
る
も
、
何
の
恨
か
之
れ
有
ら
ん
」
と
。
晉
武
帝
の
泰
始

の
初
め
、
詔
し
て
曰
く
、「
尚
書
の
王
經
、
大
戮
に
陷
る
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
志
を
守
る
は
嘉
す
可
し
。
門
戸
の
埋
沒
せ
る
は
、
意　

之
を
愍
む
。
其
れ
經
の
孫
を
以
て
郎
中
と
爲
せ
」と
。

　

贊
に
曰
く
、
王
經　

司
馬
昭
に
附
か
ず
、
死
す
所
を
知
る
と
謂
ふ
可
し
。
其
の
母　

名
義
有
る
を
知
り
、
地
下
に
含
笑
す
。
古
の

烈
婦
と
雖
も
、
何
を
以
て
か
茲
に
加
へ
ん
。
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蕭
常
の
意
図
に
関
す
る
分
析
は
後
回
し
と
し
て
、
ま
ず
は『
札
記
』の
指
摘
の
検
証
を
し
て
お
き
た
い
。『
札
記
』に
は
以
下
の
よ
う
な
指

摘
が
あ
る
。

　
「
往
所
以
止
汝
者
」、『
志
』注
、「
止
」上
有「
不
」字
。
案
、『
志
』載「
經
始
爲
郡
守
、
母
曰
、『
汝
田
家
子
、
今
仕
至
二
千
石
、
物
太

過
不
祥
、
可
以
止
矣
。』」是
往
曾
止
之
。「
不
」字
衍
、
第
此
删
其
母
前
言
、
則「
止
汝
」、
意
不
明
耳
。

    　
「
往
所
以
止
汝
者
」、『
志
』の
注
は
、「
止
」の
上
に「
不
」の
字
有
り
。
案
ず
る
に
、『
志
』載
す
ら
く「
經　

始
め
て
郡
守
と
爲
る
や
、

母
曰
く
、『
汝
は
田
家
の
子
、
今　

仕
へ
て
二
千
石
に
至
る
。
物
の
太
だ
過
ぐ
る
は
不
祥
な
り
、
以
て
止
む
る
可
し
』
と
」
と
。
是
れ

往
に
曾
て
之
を
止
む
る
な
り
。「
不
」の
字
は
衍
な
れ
ど
も
、
第
だ
此
れ
其
の
母
の
前
言
を
删
る
の
み
な
ら
ば
、
則
ち「
止
汝
」は
、
意 

　

不
明
な
る
の
み
。

　

斯
か
る
指
摘
の
検
証
の
た
め
、
煩
を
厭
わ
ず
、
蕭
常
が
元
史
料
と
し
て
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る『
三
國
志
』魏
書
九
・
諸
夏
侯
曹
傳
の
当

該
部
分
お
よ
び
裴
注
に
て
引
か
れ
る『
漢
晉
春
秋
』を
見
て
お
こ
う
。（
底
本
は
百
衲
本
。
比
較
の
た
め
の
引
用
で
あ
り
、
蕭
常
や『
札
記
』

の
文
と
内
容
も
ほ
ぼ
一
致
す
る
た
め
、
書
き
下
し
文
は
省
略
す
る
）

　

清
河
王
經
亦
與
允
俱
稱
冀
州
名
士
。
甘
露
中
爲
尚
書
、
坐
高
貴
郷
公
事
誅
。
始
經
為
郡
守
、
經
母
謂
經
曰
、「
汝
田
家
子
、
今

仕
至
二
千
石
、
物
太
過
不
祥
、
可
以
止
矣
。」經
不
能
從
、
歷
二
州
刺
史
・
司
隸
校
尉
、
終
以
致
敗
。
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�　
『
漢
晉
春
秋
』
曰
、
經
被
收
、
辭
母
。
母
顏
色
不
變
、
笑
而
應
曰
、「
人
誰
不
死
。
往
所
以
不
止
汝
者
、
恐
不
得
其
所
也
。
以

此
并
命
、
何
恨
之
有
哉
。」晉
武
帝
太
始
元
年
詔
曰
、「
故
尚
書
王
經
、
雖
身
陷
法
辟
、
然
守
志
可
嘉
。
門
戸
堙
沒
、
意
常
愍
之
、

其
賜
經
孫
郎
中
。」

　
『
札
記
』の
指
摘
は
当
を
得
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
蕭
常
は
上
述
の『
三
國
志
』お
よ
び
裴
注
を
再
構
成
し
て
記
事
を
作
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
が
、
蕭
常
は
、『
三
國
志
』本
文
に
見
え
る
よ
う
な
、
王
經
の
母
が
王
經
に「（
こ
こ
で
政
治
の
中
枢
に
関
わ
る
の
を
）止
め
て
お
き

な
さ
い
」
と
言
っ
た
こ
と
を
採
録
せ
ず
、
王
經
が
処
刑
さ
れ
る
直
前
に
彼
の
母
が
か
け
た
言
葉
の
み
を
採
用
し
た
た
め
、
そ
の
言
葉
の
中

の「
以
前
に
お
前
を
止
め
た
理
由
は
」が
何
を
指
す
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
重
点
を
置
き
た
い
点
の
み
を
元

史
料
か
ら
抽
出
し
て
繋
げ
て
書
い
た
た
め
に
こ
の
よ
う
な
矛
盾
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
、
歴
史
記
述
と
し
て
は
あ
ま
り
高
く
評
価
で
き
な

い
筆
法
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

ま
た
、
注
目
す
べ
き
は『
札
記
』の「『
不
』字
衍
」と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
こ
の
指
摘
の
通
り
、『
三
國
志
』お
よ
び
裴
注『
漢
晉
春
秋
』の
逸

話
を
連
続
し
て
読
む
と
、
王
經
の
母
は
子
に
対
し「
こ
れ
で
止
め
て
お
き
な
さ
い
」と
言
い
な
が
ら
、
処
刑
直
前
に
は「
先
に
お
ま
え
を
止

め
な
か
っ
た
の
は
」と
言
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
矛
盾
が
生
じ
て
い
る
。
こ
こ
は『
札
記
』が
い
う
通
り
、
裴
注『
漢
晉
春
秋
』に
あ
る「
往

所
以
不
止
汝
者
」の「
不
」は
衍
字
と
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
考
え
た
と
き
、
蕭
常
の
文
が「
往
所
以
止
汝
者
」と
な
っ
て
お
り
、「
不
」

の
字
が
無
い
こ
と
は
興
味
深
い
（
100
）。
蕭
常
が
著
述
を
お
こ
な
っ
た
際
に
裴
注
を
含
め
『
三
國
志
』
を
参
照
し
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い

の
だ
が
、
彼
が
参
照
し
た
版
本
の『
三
國
志
』注
引『
漢
晉
春
秋
』で
は
元
々
「
不
」の
字
が
無
か
っ
た
の
か
、「
不
」の
字
が
あ
っ
た
う
え
で

蕭
常
が
こ
れ
を
衍
字
と
判
断
し
て
省
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
『
三
國
志
』
以
外
の
史
料
を
元
に
し
た
記
述
を
行
っ
た
の
か
（
101
）、
現
段
階
で

の
判
断
は
難
し
い
。
も
し
蕭
常
の
参
照
し
た『
三
國
志
』注
引『
漢
晉
春
秋
』で
は
元
々
「
不
」の
字
が
無
か
っ
た
場
合
、
彼
は
、
現
在
広
く
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用
い
ら
れ
る
百
衲
本（
102
）と
は
異
な
る
系
統
の『
三
國
志
』を
参
照
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
得
る
の
が
興
味
深
い
。

（
三
）贊
に
つ
い
て

　

で
は
、
こ
の
贊
か
ら
看
取
で
き
る
蕭
常
の
史
観
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
が
魏
載
記
第
二
に
お
け
る

唯
一
の
贊
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
卷
で
扱
う
曹
一
族
や
夏
侯
一
族
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
ら
れ
ず
、
王
經
と
彼
の
母
を
高
ら
か
に

讃
え
る
こ
と
に
終
始
し
た
贊
と
な
っ
て
い
る
。
曹
魏
に
対
し
大
変
批
判
的
で
あ
る
蕭
常
が
曹
髦
の
忠
臣
・
王
經
を
高
く
評
価
し
て
い
る
こ

と
は
、
注
目
す
べ
き
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
蕭
常
に
と
っ
て
、
曹
魏
に
対
す
る
否
定
的
評
価
と
、
個
人
の
尽
く
し
た
忠
義

に
対
す
る
高
評
価
と
が
別
個
の
評
価
基
準
で
あ
っ
た
事
例
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
前
稿
四
・
五
で
指
摘
し
た「
劉
備
の
婚
姻
を
手

厳
し
く
批
判
す
る
」「
孫
翊
の
妻
を
高
く
評
価
す
る
」と
い
っ
た
事
例
と
あ
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
蕭
常
が（
当
時
の
価
値
観
に
も
と
づ
い
た
）

人
と
し
て
の
生
き
方
を
極
め
て
重
視
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
優
先
度
は
時
と
し
て
蜀
漢
へ
の
賛
美
や
吳
魏
へ
の
批
判
よ
り
も
高

か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
特
に
王
經
の
母
へ
の
評
価
は
、
前
稿
五
で
見
た
孫
翊
の
妻
に
対
す
る
高
い
評
価
と
類
似
性
が
見
出
せ
る
。
孫
翊

の
妻
に
対
し
て
蕭
常
は「
雖
古
烈
丈
夫
、
何
以
加
之
」（『
續
後
漢
書
』吳
載
記
第
二
）と
述
べ
て
い
る
が
、
王
經
の
母
に
対
す
る「
雖
古
烈
婦
、

何
以
加
茲
」
と
極
め
て
似
た
表
現
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
恐
ら
く
蕭
常
が
彼
女
ら
に
贈
る
べ
き
賛
辞
と
し
て
考
え
つ
い
た
最
上
級
の
も

の
が
こ
れ
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　

お
わ
り
に

　

蕭
常
に
と
っ
て
、
曹
魏
は
批
判
す
べ
き
悪
の
首
魁
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
今
回
検
討
し
た
魏
載
記
第
一
・
第
二
か
ら
も
明
確
に
看
取
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で
き
る
の
で
あ
り
、
曹
操
や
曹
丕
に
対
し
て
は
と
く
に
激
し
い
批
判
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
蕭
常
の
孫
吳
観
に
は
あ
る
程
度
肯
定

的
な
も
の
が
見
出
せ
る
こ
と
、
南
宋
の
鑑
戒
と
し
て
孫
吳
を
捉
え
る
と
い
う
観
点
が
看
取
で
き
る
と
思
し
き
こ
と
も
、
改
め
て
確
認
で
き

た
。

　

た
だ
し
そ
の
一
方
で
、
そ
の
憎
む
べ
き
曹
魏
に
仕
え
た
王
經
お
よ
び
そ
の
母
の
こ
と
は
高
く
評
価
す
る
な
ど
、
蕭
常
の
三
國
人
物
評
価

が
必
ず
し
も
そ
の
人
物
の
所
属
王
朝
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
こ
の
点
は
、前
稿
ま
で
で
指
摘
し
た
、

劉
備
で
あ
っ
て
も
婚
姻
に
批
判
す
べ
き
点
が
あ
れ
ば
厳
し
く
論
じ
、
孫
吳
の
人
で
あ
っ
て
も
夫
の
仇
を
討
っ
た
孫
翊
の
妻
・
徐
氏
に
最
上

級
の
賛
辞
を
贈
る
と
い
う
蕭
常
の
執
筆
姿
勢
と
共
通
姿
勢
が
見
出
せ
る
。

　

加
え
て
、
今
回
の
検
討
範
囲
か
ら
は
、
蕭
常
の
著
述
に
は
、
元
史
料
か
ら
読
み
取
れ
る
人
物
の
官
歴
の
前
後
関
係
に
対
す
る
無
関
心
、

後
漢
・
三
國
時
代
の
基
本
的
な
官
僚
制
度
を
め
ぐ
る
関
心
・
知
識
の
欠
如
と
い
っ
た
要
素
が
看
取
で
き
る
。
彼
の
関
心
の
対
象
が
あ
く
ま

で
人
物
や
王
朝
に
対
す
る
歴
史
評
価
を
下
す
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
制
度
的
な
も
の
に
対
し
て
は
ほ
ぼ
関
心
が
な
か
っ
た
こ
と
が
窺

え
よ
う
。
四
庫
提
要
の
い
う「
然
常
之
所
長
、
不
在
考
證
」と
い
う
評
価（
前
稿
一
参
照
）は
、
良
く
も
悪
く
も
的
を
射
て
い
る
と
言
え
そ
う

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
蕭
常
が
自
ら
の
定
め
た
筆
法
ど
お
り
の
記
述
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
に
対
す
る『
札
記
』の
批
評
は
、
後
世
に
お
け
る

蕭
常『
續
後
漢
書
』評
価
の
低
さ
の
一
因
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
同
時
に
、
そ
の『
札
記
』も
ま
た
、
必
ず
し
も
首
肯
す
べ
き

指
摘
ば
か
り
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
点
、
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

注（
1
）	

蕭
常『
續
後
漢
書
』は
、
本
稿
で
は
内
閣
文
庫
本
の
宜
稼
堂
叢
書
本
を
底
本
と
し
、
傳
同
治
本
、
叢
書
集
成
本
、
四
庫
全
書
本
を
参
照
し
た
。
こ

れ
ら
諸
本
、
卷
数
の
表
記
、
お
よ
び
筆
者
の
蕭
常『
續
後
漢
書
』に
関
す
る
研
究（
単
著
・
共
著
を
含
む
）に
つ
い
て
は
、
田
中
靖
彦
・
石
井
仁
・

中
本
圭
亮「
蕭
常『
續
後
漢
書
』の
基
礎
的
研
究
─
序
お
よ
び
四
庫
提
要
の
分
析
を
中
心
に
─
」（『
實
踐
國
文
學
』九
七
、二
〇
二
〇
年
。
本
稿
で
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は「
前
稿
一
」と
呼
称
）、
田
中
靖
彦
・
石
井
仁「
蕭
常『
續
後
漢
書
』昭
烈
皇
帝
紀
に
つ
い
て
の
覚
書
」（『
實
踐
國
文
學
』九
九
、二
〇
二
一
年
。
本

稿
で
は「
前
稿
二
」と
呼
称
）、田
中
靖
彦「
蕭
常『
續
後
漢
書
』諸
葛
亮
傳
贊
に
つ
い
て
」（『
實
踐
國
文
學
』一
〇
〇
、二
〇
二
一
年
。
本
稿
で
は「
前

稿
三
」と
呼
称
）、
田
中
靖
彦「
蕭
常『
續
後
漢
書
』帝
紀
お
よ
び
列
傳
一
の
贊
に
つ
い
て
」（『
年
報
』四
一
、
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
、

二
〇
二
二
年
。
本
稿
で
は「
前
稿
四
」と
呼
称
）、
田
中
靖
彦
・
石
井
仁「
蕭
常『
續
後
漢
書
』吳
載
記
第
一
・
第
二
の
贊
に
つ
い
て
」（『
実
践
国
文

学
』一
〇
四
、二
〇
二
三
年
。
本
稿
で
は「
前
稿
五
」と
呼
称
）を
参
照
。
ま
た
本
稿
で
た
び
た
び
言
及
す
る『
續
後
漢
書
音
義
』（
本
稿
で
は『
音
義
』

と
略
称
）お
よ
び『
續
後
漢
書
札
記
』（
本
稿
で
は『
札
記
』と
略
称
）に
つ
い
て
は
、
前
稿
一
・
前
稿
二
を
参
照
。
ま
た
、
郁
松
年
及
び
宜
稼
堂
叢

書
に
関
す
る
近
年
の
研
究
と
し
て
、
陳
熙
・
王
涵
笑「
楼
台
海
上
：
郁
松
年
与
宜
稼
堂
藏
書
」（『
図
書
館
雑
誌
』二
〇
二
三
年
六
月
。
中
国
知
网

https://chn.oversea.cnki.net/

に
て
発
表
さ
れ
た
も
の
を
、
二
〇
二
三
年
一
一
月
九
日
に
閲
覧
）
が
あ
る
。
ま
た
、
南
宋
に
お
け
る
孫
吳
観

に
つ
い
て
は
、
田
中
靖
彦「『
六
朝
通
鑑
博
議
』の
孫
吳
論
に
つ
い
て
」（『
年
報
』四
二
、
實
踐
女
子
大
學
文
藝
資
料
研
究
所
、
二
〇
二
三
年
。
本

稿
で
は「
前
稿
六
」と
呼
称
）、
お
よ
び
、
田
中
靖
彦「
呂
祖
謙「
十
論
」の
孫
吳
評
價
に
つ
い
て
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』七
五
、二
〇
二
三
年
。
本

稿
で
は「
前
稿
七
」と
呼
称
）を
参
照
。

（
2
）	「
惑
于
」は
、
四
庫
全
書
本
で
は「
梏
於
」。

（
3
）	『
禮
記
』曲
禮
上
に「
以
足
蹙
路
馬
芻
、
有
誅（
足
を
以
て
路
馬
の
芻
を
蹙ふ

め
ば
、
誅
有
り
）」と
あ
る
。
君
主
の
馬
車
を
引
く
馬
の
食
べ
る
ま
ぐ
さ

を
履
め
ば
、（
ま
ぐ
さ
自
体
の
価
値
で
は
な
く
君
主
の
馬
車
の
馬
が
食
べ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
不
敬
で
あ
る
と
し
て
）咎
め
を
受
け
る
、

と
い
う
こ
と
。

（
4
）	

繁
纓
は
、諸
侯
の
馬
に
つ
け
る
飾
り
。『
春
秋
左
氏
傳
』成
公
・
傳
二
年
に「
新
築
人
仲
叔
于
奚
救
孫
桓
子
、桓
子
是
以
免
。
既
衛
人
賞
之
以
邑
。
辭
、

請
曲
縣
繁
纓
以
朝
、
許
之
。
仲
尼
聞
之
曰
、『
惜
也
、
不
如
多
與
之
邑
。
唯
器
與
名
、
不
可
以
假
人
。
君
之
所
司
也
。
名
以
出
信
、
信
以
守
器
、

器
以
藏
禮
、
禮
以
行
義
、
義
以
生
利
、
利
以
平
民
。
政
之
大
節
也
。
若
以
假
人
、
與
人
政
也
。
政
亡
、
則
國
家
從
之
。
弗
可
止
也
已
』（
新
築

の
人
の
仲
叔
于
奚　

孫
桓
子
を
救
ひ
、
桓
子　

是
を
以
て
免
る
。
既
に
し
て
衛
人　

之
を
賞
す
る
に
邑
を
以
て
す
。
辭
し
、
曲
縣
し
繁
纓
し
て

以
て
朝
せ
ん
こ
と
を
請
ふ
。
之
を
許
す
。
仲
尼　

之
を
聞
き
て
曰
く
、『
惜
し
い
か
な
、多
く
之
に
邑
を
與
ふ
る
に
如
か
ず
。
唯
だ
器
と
名
と
は
、

以
て
人
に
假
す
可
か
ら
ず
。
君
の
司
る
所
な
り
。
名
は
以
て
信
を
出
し
、
信
は
以
て
器
を
守
り
、
器
は
以
て
禮
を
藏
め
、
禮
は
以
て
義
を
行
ひ
、

義
は
以
て
利
を
生
じ
、
利
は
以
て
民
を
平
ら
か
に
す
。
政
の
大
節
な
り
。
若
し
以
て
人
に
假
さ
ば
、
人
に
政
を
與
ふ
る
な
り
。
政　

亡
ぶ
れ
ば
、

則
ち
國
家　

之
に
從
ふ
。
止
む
可
か
ら
ざ
る
な
り
』と
）」と
あ
る
。
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（
5
）	「
旄
」は
、
四
庫
全
書
本
で
は「
髦
」。

（
6
）	「
鐘
簴
」は
、
四
庫
全
書
本
で
は「
鐘
虡
」。
ち
な
み
に
、
百
衲
本『
三
國
志
』魏
書
一
・
武
帝
紀
・
建
安
十
九
年
十
二
月
の
条
の
該
当
部
分
は「
鍾
虡
」

に
つ
く
る
。

（
7
）	「
十
二
旒
」は
、
四
庫
全
書
本
で
は「
十
有
二
旒
」。

（
8
）	「
臺
」は
、
四
庫
全
書
本
で
は「
壇
」。

（
9
）	『
札
記
』に「『
狂
童
嗣
逆
』　
『
童
』、
舊
誤『
重
』、
今
改
」と
あ
り
、
こ
れ
に
従
う
。
四
庫
全
書
本
も
当
該
字
は「
童
」に
つ
く
る
。

（
10
）	「
于
」は
、
四
庫
全
書
本
で
は「
於
」。

（
11
）	

范
曄『
後
漢
書
』列
傳
六
十
・
孔
融
傳
の「
論
曰
」に「
事
隔
於
人
存
」と
あ
り
、
李
賢
注
に「
人
存
謂
曹
操
身
在
不
得
簒
位
也
」と
あ
る
。
恐
ら
く
蕭

常
の
こ
の
表
現
は
、
范
曄
の
表
現
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
12
）	「
于
」は
、
四
庫
全
書
本
で
は「
於
」。

（
13
）	「
㴱
」は
、
叢
書
集
成
本
で
は「
深
」、
四
庫
全
書
本
で
は「
深
乎
」。

（
14
）	「
冰
」は
、
四
庫
全
書
本
で
は「
氷
」。

（
15
）	『
易
經
』坤
に
見
え
る
表
現
。
霜（
と
い
う
微
々
た
る
も
の
）が
、
次
第
に
堅
冰（
と
い
う
深
刻
な
も
の
）と
な
る
よ
う
に
、
軽
微
な
も
の
が
次
第
に

深
刻
な
事
態
と
な
る
こ
と
を
い
う
。

（
16
）	「
嘗
」は
、
四
庫
全
書
本
で
は「
常
」。

（
17
）	「
垂
恩
相
舍
」と「
命
在
何
時
」は
、
い
ず
れ
も『
後
漢
書
』本
紀
十
下
・
伏
皇
后
紀
に
見
え
る
獻
帝
の
言
葉
。「
命
在
何
時
」は『
三
國
志
』魏
書
一
・

武
帝
紀
注
引『
曹
瞞
傳
』に
も
見
え
る
。

（
18
）	「
語
」は
、
四
庫
全
書
本
で
は「
言
」。

（
19
）	「
簒
」は
、
四
庫
全
書
本
で
は「
物
」。

（
20
）	「
于
」は
、
四
庫
全
書
本
で
は「
於
」。

（
21
）	

四
庫
全
書
本
は「
也
」の
一
字
を
欠
く
。

（
22
）	「
存
乎
」は
、
四
庫
全
書
本
で
は「
在
與
」。

（
23
）	「
曹
操
」は
、
四
庫
全
書
本
で
は「
操
」。
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（
24
）	「
于
」は
、
四
庫
全
書
本
で
は「
於
」。

（
25
）	「
于
」は
、
四
庫
全
書
本
で
は「
於
」。

（
26
）	『
漢
書
』卷
七
十
七
・
孫
寶
傳
に「
春
秋
之
義
、
誅
首
惡
而
已
」と
あ
る
。

（
27
）	

曹
鵬
程「
南
宋
史
学
家
蕭
常
及
其《
續
後
漢
書
》」（『
蘭
台
世
界
』二
〇
一
三
年
一
〇
月
下
旬
）は
、
蕭
常『
續
後
漢
書
』が
魏
載
記
を
同
書
の
末
尾

と
し
た
理
由
を
、
こ
の
蕭
常
の「
春
秋
誅
首
惡
。
操
、
其
始
禍
者
也
」と
い
う
見
解
に
求
め
て
い
る
。
前
稿
五
も
参
照
。

（
28
）	

許
へ
の
遷
都
に
つ
い
て
、陳
壽『
三
國
志
』魏
書
一
・
武
帝
紀
の
建
安
元
年
の
条
は「
洛
陽
殘
破
、董
昭
等
勸
太
祖
都
許
。
九
月
、車
駕
出
轘
轅
而
東
」

と
述
べ
る
。一
方
で
、范
曄『
後
漢
書
』本
紀
九
・
孝
獻
帝
紀
は
建
安
元
年
八
月
の
条
に「
庚
申
、遷
都
許
」と
述
べ
る
。『
札
記
』の
い
う「
陳
・
范
違
異
」

と
は
こ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
三
國
志
集
解
』は
こ
れ
に
つ
い
て
、遷
都
を
八
月
庚
申
と
す
る
范
曄『
後
漢
書
』の
記
事
を
引
用
し
、袁
宏『
後
漢
紀
』、

司
馬
光『
資
治
通
鑑
』も（
遷
都
を
八
月
庚
申
と
す
る
点
が
）同
じ
だ
と
指
摘
し
た
上
で
、『
三
國
志
』の「
九
」の
字
は
誤
り
で
は
な
い
か
と
指
摘
す

る
。

（
29
）	「
他
」は
、
四
庫
全
書
本
で
は「
它
」。

（
30
）	「
至
」は
、
四
庫
全
書
本
で
は「
至
聞
喜
」。

（
31
）	「
洛
」は
四
庫
全
書
本
で
は「
雒
」に
つ
く
る
。

（
32
）	

四
庫
全
書
本
で
は「
操
」の
前
に「
八
月
」の
二
字
が
入
る
。

（
33
）	「
趙
忠
」は
四
庫
全
書
本
で
は「
臺
崇
」に
つ
く
る
。

（
34
）	「
于
」は
四
庫
全
書
本
で
は「
於
」に
つ
く
る
。

（
35
）	『
札
記
』は
、
昭
烈
帝
紀
に
お
け
る
許
へ
の
遷
都
を
め
ぐ
る
記
述
に
つ
い
て
も
指
摘
す
る
。
そ
こ
で
の『
札
記
』の
指
摘
を
要
約
す
る
と
、「
昭
烈

帝
紀
で
は
八
月
庚
申
と
し
、
曹
操
傳（
お
そ
ら
く『
續
後
漢
書
』曹
操
載
記
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
）も「
庚
申
」と
い
う
が
、『
三
國
志
』

や
郝
経『
續
後
漢
書
』は
九
月
と
し
て
い
る
。『
音
義
』は
こ
れ
に
つ
い
て
辨
じ
て
お
ら
ず
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
分
か
ら
な
い
」と
い
う
も
の

で
あ
る
。
遷
都
が
八
月
か
九
月
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
点
に
お
い
て
、
曹
操
載
記
に
附
し
た
指
摘
と
大
差
無
い
内
容
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
36
）	

范
曄
『
後
漢
書
』
本
紀
九
・
孝
獻
帝
紀
の
建
安
元
年
の
条
で
は
、
こ
の
遷
都
を
め
ぐ
る
記
事
の
少
し
前
に
、「
秋
七
月
甲
子
、
車
駕
至
洛
陽
、
幸

故
中
常
侍
趙
忠
宅
」と
見
え
る
。
宜
稼
堂
叢
書
本
の
こ
の
箇
所
に
お
け
る「
趙
忠
」の
誤
記
は
、
そ
こ
か
ら
来
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
37
）	「
洛
」は
四
庫
全
書
本
で
は「
雒
」に
つ
く
る
。
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（
38
）	「
三
」は
四
庫
全
書
本
は「
五
」に
つ
く
る
。『
札
記
』に「
三
、舊
作
五
。
志
注
作
三
十
餘
年
。
案
、操
自
中
平
六
年
起
兵
、歷
初
平
四
年
、興
平
二
年
、

建
安
二
十
五
年
、
共
三
十
一
年
。
作
五
、
誤
」と
考
察
し
て
お
り
、
こ
れ
に
従
う
。

（
39
）	「
注
」は
四
庫
全
書
本
で
は「
註
」に
つ
く
る
。

（
40
）	「
書
」は
四
庫
全
書
本
で
は「
法
」に
つ
く
る
。

（
41
）	

四
庫
全
書
本
は「
性
猜
忌
」の
後
ろ
に「
習
啖
野
葛
飲
鴆
酒
」が
入
る
。

（
42
）	

四
庫
全
書
本
で
は「
沛
相
」の
前
に「
初
」が
入
る
。

（
43
）	「
邵
」は
四
庫
全
書
本
で
は「
劭
」に
つ
く
る
。

（
44
）	「
告
」は
四
庫
全
書
本
で
は「
告
曰
」に
つ
く
る
。

（
45
）	『
札
記
』に「
謂
誤
爲
、
今
並
改
」と
あ
る
。
参
照
し
た
諸
本
い
ず
れ
も「
謂
」に
つ
く
る
。

（
46
）	「
取
其
首
徇
」は
、
四
庫
全
書
本
の
み「
取
其
首
題
而
徇
」に
作
る
。『
音
義
』に「
題
而
徇（「
徇
」は
四
庫
全
書
本
の『
音
義
』で
は「
狥
」）［
所
以
示

衆
。］」と
あ
る（［　

］内
の
字
は
割
注
の
字
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
以
下
同
様
）。
ま
た『
札
記
』で
は
こ
の『
音
義
』の
記
事
に
つ
い
て「
本
文
作「
取

其
首
徇
」、『
志
』注
作「
取
首
題
徇
」。」と
指
摘
し
て
い
る
。

（
47
）	「
機
變
」は
四
庫
全
書
本
で
は「
變
詐
」に
つ
く
る
。

（
48
）	「
丕
」は
四
庫
全
書
本
で
は「
子
丕
」に
つ
く
る
。

（
49
）	「
引
而
進
之
」は
、『
禮
記
』檀
弓
上
に
見
え
る「
喪
服
、
兄
弟
之
子
猶
子
也
。
蓋
引
而
進
之
也
」を
典
拠
と
し
た
表
現
で
あ
ろ
う
。

（
50
）	「
燄
」は
四
庫
全
書
本
で
は「
焰
」に
つ
く
る
。「
逆
燄
」は
、
反
逆
の
気
焔
。

（
51
）	『
音
義
』に「
鈇
質［
音
孚
、
質
與
鑕
同
音
、
義
碪
也
。］」と
あ
る
。
な
お「
鈇
」は
四
庫
全
書
本
で
は「
鐵
」に
つ
く
る
。

（
52
）	「
天
下
之
重
」は
、
四
庫
全
書
本
で
は「
天
下
重
器
」。

（
53
）	「
刀
鋸
餘
醜
」は
、
宦
官
の
こ
と
。『
史
記
』卷
三
十
九
・
晉
世
家
に「
宦
者
曰
、『
臣
刀
鋸
之
餘
、（
以
下
略
）』」と
あ
る
。「
刀
鋸
餘
醜
」は
そ
の
類

似
表
現
と
み
ら
れ
る
が
、「
醜
」の
一
字
を
加
え
、
よ
り
否
定
的
要
素
を
強
め
よ
う
と
い
う
蕭
常
の
意
向
が
見
え
る
。
ま
た
、『
三
國
志
』蜀
書
三
・

後
主
傳
が
注
と
し
て
引
く『
諸
葛
亮
集
』の
載
せ
る
劉
禪
の
詔
に
、
曹
魏
の
こ
と
を「
殘
類
餘
醜
」と
表
現
す
る
記
述
が
見
え
、
蕭
常
は
あ
る
い
は

こ
れ
も
踏
ま
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
54
）	「
劫
」は
四
庫
全
書
本
は「
刼
」に
つ
く
る
。
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（
55
）	「
悲
」は
四
庫
全
書
本
で
は「
悲
夫
」に
つ
く
る
。

（
56
）	「
視
」は
四
庫
全
書
本
で
は「
眎
」に
つ
く
る
。

（
57
）	「
據
」は
四
庫
全
書
本
で
は「
㨿
」。

（
58
）	『
音
義
』に「
富
埒［
音
劣
。］」と
あ
る
。
ま
た『
札
記
』に「
埒
舊
誤
㸹
、
今
改
」と
あ
る
。

（
59
）	「
弑
后
幽
主
」は
四
庫
全
書
本
で
は「
幽
主
弑
后
」。

（
60
）	「
于
」は
四
庫
全
書
本
で
は「
於
」。

（
61
）	『
音
義
』に「
婁
興
亟
仆［
婁
讀
作
屢
、
亟
、
欺
冀
切
、
數
也
。］」と
あ
り
、
続
け
て「
仆［
音
赴
、
顛
也
。］」と
あ
る
。
な
お
、「
婁
」は
四
庫
全
書
本

で
は「
屢
」に
つ
く
る
が
、『
札
記
』に「
婁
作
屢
、
今
從
音
義
改
」と
あ
る
。

（
62
）	「
冰
」は
、
四
庫
全
書
本
で
は「
氷
」。

（
63
）	「
可
不
戒
哉
」は
、
四
庫
全
書
本
で
は「
可
不
戒
哉
可
不
戒
哉
」と
二
回
繰
り
返
し
て
い
る
。

（
64
）	「
學
」は
四
庫
全
書
本
で
は「
文
學
」に
つ
く
る
。

（
65
）	「
選
」は
四
庫
全
書
本
で
は「
撰
」に
つ
く
る
。

（
66
）	「
嘗
」は
四
庫
全
書
本
で
は「
常
」に
つ
く
る
。

（
67
）	「
寛
仁
」は
四
庫
全
書
本
で
は「
寛
仁
玄
黙
」（「
玄
」は
欠
画
字
）。
こ
の
元
史
料
と
思
わ
れ
る『
三
國
志
』魏
書
二
・
文
帝
紀
注『
魏
書
』の
当
該
部

分
も「
寛
仁
玄
黙
」に
つ
く
る
。

（
68
）	「
漢
文
」は
四
庫
全
書
本
で
は「
孝
文
」に
つ
く
る
。

（
69
）	「
也
」は
四
庫
全
書
本
で
は「
者
」に
つ
く
る
。

（
70
）	「
曹
奐
」は
四
庫
全
書
本
で
は「
奐
」。

（
71
）	『
札
記
』に「『
封
常
道
郷
公
』　
『
常
』、
舊
誤『
長
』、
今
改
」と
あ
り
、
こ
れ
に
従
う
。
な
お
当
該
字
は
四
庫
全
書
本
で
は「
常
」と
な
っ
て
い
る
。

（
72
）	「
郷
」は
四
庫
全
書
本
で
は「
卿
」に
つ
く
る
。

（
73
）	

四
庫
全
書
本
は「
奐
以
其
僞
位
」の
前
に「
又
明
年
」の
三
字
が
見
え
る
。

（
74
）	「
墉
」は
四
庫
全
書
本
は「
鏞
」。『
札
記
』に「
舊
誤『
鏞
』、今
從
陳
志
改
」と
あ
り
、こ
れ
に
従
う
。な
お『
音
義
』に
は「
金
墉
城［
在
洛
陽
。］」と
あ
る
。

（
75
）	

底
本
は「
漢
鍾
」に
つ
く
る
が
、
傳
同
治
本
に
従
い「
漢
中
」に
改
め
る
。
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（
76
）	「
操
」は
四
庫
全
書
本
で
は「
曹
操
」。

（
77
）	「
盜
」は
四
庫
全
書
本
で
は「
偸
」。

（
78
）	「
窺
」は
四
庫
全
書
本
で
は「
規
」。

（
79
）	「
神
器
」は
四
庫
全
書
本
で
は「
漢
鼎
」。

（
80
）	

底
本
・
傳
同
治
本
・
叢
書
集
成
本
は「
改
」に
つ
く
る
が
、
四
庫
全
書
本
に
従
い「
政
」に
改
め
る
。

（
81
）	「
家
」は
四
庫
全
書
本
で
は「
室
」。

（
82
）	『
春
秋
左
氏
傳
』宣
公
・
傳
十
二
年
に「
王
見
右
廣
、
將
從
之
乘
。
屈
蕩
戸
之
曰
、『
君
以
此
始
、
亦
必
以
終
。』」と
あ
る
。

（
83
）	「
不
明
」は
四
庫
全
書
本
で
は「
不
明
哉
」に
つ
く
る
。

（
84
）	

曹
植
と
曹
沖
は
、
四
庫
全
書
本
の
目
録
で
は「
曹
彰
」の
下
に
割
注
で「
弟
植　

沖
」と
な
っ
て
い
る
。

（
85
）	

四
庫
全
書
本
の
目
録
で
は
、
鄧
颺
・
丁
謐
・
何
晏
・
畢
軌
・
李
勝
・
桓
範
の
名
が
無
い
。

（
86
）	「
元
」は
正
し
く
は「
玄
」。
清
代
の
避
諱
に
基
づ
く
表
記
で
あ
ろ
う
。
底
本
・
傳
同
治
本
で
は
い
ず
れ
も「
元
」の
字
を
四
角
で
囲
ん
で
い
る
。
ま

た
、
四
庫
全
書
本
の
目
録
で
は
、
夏
侯
淵
・
夏
侯
尚
・
夏
侯
玄
の
三
人
は「
夏
侯
惇
」の
下
に
割
注
の
形
で「
族
弟
淵　

淵
従
子
尚　

尚
子
玄
」と

あ
る（「
玄
」は
欠
画
字
）。

（
87
）	

四
庫
全
書
本
の
目
録
に
は
王
經
の
名
は
見
え
な
い
。

（
88
）	『
札
記
』は
、「『
獨
惇
漢
官
』、
漢
官
、
舊
作
官
漢
。
今
並
從
陳
志
改
補
。」と
指
摘
し
て
お
り
、
こ
れ
に
従
う
。

（
89
）	『
三
國
志
』魏
書
一
・
武
帝
紀
に
よ
れ
ば
、
曹
操
は
建
安
元
年
に
大
將
軍
と
な
っ
た
も
の
の
、
す
ぐ
に
袁
紹
に
譲
っ
て
お
り
、
そ
の
後
に
曹
操
が

大
將
軍
と
な
っ
た
と
い
う
記
事
は『
三
國
志
』に
は
無
い
。
ま
た
、
夏
侯
惇
が
大
將
軍
と
な
っ
た
の
は
、
本
論
の
本
文
で
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
れ

よ
り
十
数
年
も
後
の
延
康
元
年
の
こ
と
で
あ
る
。『
三
國
志
集
解
』は
該
当
部
分
に
つ
い
て
、「
將
」を
衍
字
と
見
る
趙
一
清
ら
の
説
を
引
い
て
い

る
。
井
波
律
子
・
今
鷹
真
訳『
正
史
三
国
志
２
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
三
年
）も
ほ
ぼ
同
様
の
見
解
を
述
べ
、「
爲
大
將
軍
後
拒
」を「
大

軍
の
後
づ
め
と
し
て
働
い
た
」と
解
釈
す
る
。

（
90
）	「
偉
」は
四
庫
全
書
本
で
は「
緯
」に
つ
く
る
。
な
お『
三
國
志
集
解
』は
、『
三
國
志
』管
輅
傳
注
に
王
經
の
字
が「
彦
緯
」と
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る

錢
大
昕
の
説
を
引
く
。

（
91
）	「
熙
」は
四
庫
全
書
本
で
は「
熈
」に
つ
く
る
。
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（
92
）	「
于
」は
四
庫
全
書
本
で
は「
於
」に
つ
く
る
。

（
93
）	「
王
經
」は
四
庫
全
書
本
で
は「
經
」に
つ
く
る
。

（
94
）	「
人
誰
」は
四
庫
全
書
本
で
は「
仁
雖
」に
つ
く
る
。

（
95
）	

底
本
・
傳
同
治
本
・
叢
書
集
成
本（
お
よ
び
こ
の
元
史
料
と
思
わ
れ
る『
三
國
志
』魏
書
九
・
諸
夏
侯
曹
傳
注
引『
漢
晉
春
秋
』）は「
太
」に
つ
く
る

が
、
四
庫
全
書
本
に
従
い「
泰
」に
改
め
る
。

（
96
）	「
尚
書
」は
四
庫
全
書
本
で
は「
故
尚
書
」に
つ
く
る
。

（
97
）	「
意
」は
、
四
庫
全
書
本
で
は「
意
甚
」。

（
98
）	「
含
」は
、
傳
同
治
本
で
は「
舎
」に
つ
く
る
。

（
99
）	「
茲
」は
四
庫
全
書
本
で
は「
諸
」に
つ
く
る
。

（
100
）	

前
掲
の
よ
う
に『
札
記
』は
当
該
部
分
に
つ
い
て
、『
三
國
志
』注
に
は「
不
」の
字
が
あ
る
と
は
書
い
て
あ
る
が
、
蕭
常
の
本
文
に「
不
」の
字
が
あ

る
と
は
書
い
て
お
ら
ず
、
ま
た「
不
」の
字
を
削
除
し
た
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
も
書
い
て
い
な
い
。
ま
た
四
庫
全
書
本
を
含
め
本
論
で
参
照
し
た

諸
本
い
ず
れ
も「
不
」の
字
が
無
い
。
こ
の
た
め
、
蕭
常
の
原
著
か
ら
そ
う
で
あ
っ
た
可
能
性
は
低
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
101
）	

た
と
え
ば
、『
三
國
志
集
解
』に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、『
世
説
新
語
』（
賢
媛
第
十
九
）が
注
と
し
て
引
く『
漢
晉
春
秋
』の
中
で
の
王
經
の
母
の

言
葉
は「
往
所
以
止
汝
者
」と
、「
不
」の
字
が
無
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

（
102
）	

百
衲
本『
三
國
志
』は
、
紹
興
刊
本
と
紹
熙
刊
本
か
ら
成
る
。

本
研
究
は
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研
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の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
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